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多 敷 に 上 つて 居る 。 BRAHAM EL O MERE OBEBO TIC, MEIC 
於 ける 本 樹 石 の 研究 の 一 端 と し て , その 屈折 卒 並び に 比重 の 測定 に 従事 し 
て 居 た が , BWExsET LIE LOLA BBMICEOROC, その 大 万 を こ ト に 
報告 せん と する も の で ある 。 

この 定 験 に 営 つ て 宙 津 先生 は 多 敷 の 貴重 な る 標本 を 貸 奥 せら れ , 長期 間 
ILO CHA SPIRE Ze B BUSA C AIMEE Wot, © OMI BUT 
Sse RTs SHEILS DLOTC, こ ゝ に 表 心 よめ 深謝 の 意 を 表す る 次 第 で 
ある 。 MUR NH £ O AARC St UCB WOT PRD ¢ 7D 
で あつ て , © (RHMORLKI So MPI GLARE OMA EEL, 
AWTS PHM 6 tric FRB KAVE—B- RO VARESE Bc Bh 
し , AIL » ICREROHWRRKIT SEDCHS6 


Il @#BaBic HT 

Paha BB UC BL ESE lc eS RUT WPI BAU ld, AEE AE BE 
表せ られ た 石川 長久 保 産 橋 樹 石 に 就 て の 論文 中 に , 極め て 詳細 懇切 に そ 
OEM Hdd GA THOT, 筆者 が こ ヽ に 繰 返 す 要 は な い 。 唯 こ に は 本 
EE ERO) EL FIC BRS AK SE re HR A CABG OL, SURES 
PERE RABHS SWIC LEV OCA Bo 

C1) BRBOLBRAOBEK MIRHOMAMCB MAIL 寺田 及び 西 
Pat: 並び に Menzer® に より 結晶 構造 が 決定 され た 結果 , 理論 的 に 
6 3RO. R2O;.3ROz2 で ある 。 RUE SZ OMA SABC 
BT LIKERIC COS FIM DIEMEIC 32053 ER GROBSDEL HA 
これ は 結晶 構造 中 に 於 ける 原子 置換 の 現象 が , 必ず し も 同人 元素 間 で 行 
は れる も の で な く , 異 偵 元素 の 間 に も 行 は れる こと に 原因 する 人 急 で ある と 
唱 津 先生 の 論文 中 に 詳細 に 論 逃 され て 居る 。 


1) 草津 條 中 及び 河野 義春 : SK, 20, 211~216, 昭和 13. 
2) Nishikawa, S. : Proc, Tokyo Math-Phys, Soc., (2) 9, 194~197, 1917, 
3) Menzer, G.; Z, Krist., §9, 300~396, 1928. 
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C2) PMBEBOwRF Cend members) MiABOMAWYLOMM 
分 は 火 に 示す 六 種 が ある 。 


端 成分 名 | 路 誤 | ae oe 
i. analy ae Py Mg3AlzSiz01 2 
< oe ee ET Gy Caz AlaSisO1s 
Pe | See! na A SIO 
(ie - ee 4 Alm | FesAl2Si301 2 
RR | And CO 
| A A ks 時 CasCr2Siz01 2 | 


LOGA hI BBC. 多く の 場合 は 相互 に 混合 し て 存在 し , HOBIE 
に は 端 成 分 の 種類 及び 敷 に よ つ て ある 限界 を 時 する と は 先 人 の 論ずる 所 で 
ある <。 

C3) BREBOMER MMA BOMRAO ME IER O 格子 恒 敷 
に 就 て は , EH IC ARS RE ree v, Ford,)> Menzer,?? Stockwell?) Flei- 
scher* の 諸氏 に よめ り 奥 へ られ て 居る 。 


第 = 表 
TR 


| marae 比 格子 HB WH (aod 


Py 1,705 3-510 | 3.731 Shay! 3554 | 11.512A)| 11,480 | 11.440 
Alm 1.880 4.250 4,844 4,332 4 325 11.506 | 11.493 | 11.495 
Sp | 1.800 4,180 4,194 4,229 4.196 11,609 | 11,568 | 11,590 
Gr L773.) 3,580 38,616 8.598 3.582 11,836 | 11,840 | 11.840 
Uv CIO eae 3.844 a | lle Uae L196 Gall Weta 12.050 
And | 1.895 | 3.750 | 3.866 | 3.882 | 3.838 | 12.034} 12,040 | 12.045 


| Ford Ford | Menzer |Stockwell|Fleischer| Menzer |Stochwell| Fleischer 
ES 1915 1925 1927 1937 1925 1927 1937 


1) Ford, W. E, : Am. J. Sci., 40, 33~49, 1915 
2) Menzer, G, : Cent. Min, A, 344~345, 1925. 

3) Stockwell, C. H, : Am, Min., 19, 327~344, 1927. 
4) Fleischer, M, ; Am. Min., 99, 751~759, 1937. 
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本 表 に 見 る 如く 比重 の 填 は 四 者 夫々 異 つ た 値 を 示し て 居る が ; AFH 
IC HST hE EAE OPED Stritch < Ford five L, Alm 及び And に 
mL Clk Fleischer の 訂正 し た 値 を 使用 する こと ょ と に し た 。 

C4) 上 に 輝 べ た 如く 本 樹 石 は 一 般 に 各 端 成分 を 相互 に 相 混 和 し て 生 ず 
る も ので, 堪 成 分 の 混和 割合 に よ つ て その 物理 恒 敷 も 連 績 的 に 毅 化 する も 
DCA Ii UCHEA L TIE S IRF 1k —- MIC HP E CH BD 6 HSE 
{LT SERA SBHECH SD, COMMS MADE TOL 
分 を 推定 する こと も 可能 で あり , それ 等 の 相互 開 係 を 知ら ん と し て , Ford? 
Boecke, ’ Menzer, ’ Stockwell,*? Heritsch,”” Winchell,® Alderman, ’ 
Fleischer” の 諸氏 の 研究 が あり , WEI EOMIC? も 本 問 十 に 就 て 論じ て 
ある 。 この 問題 に 開 す る 研究 の 進歩 の 区 態 に 覧 て は ; AEE AED 論文 中 に 
詳細 に 記 有 逃さ れ て 居る 。 

C5) DEGRA OWEM L LERMAO 間 の 開 係 で あつ た が だ, MRA 
の 産出 短 態 と その 化 賜 成分 の 間 の 開 係 に 就 て 論じ た Wright” の 論 次 が あ 
So MAILS KORA CHS MAO Reis Lic, ペグ マ ャ タイト; 
(ER a ROR A ORME ABIES EOI Alm 及び Sp BELTS 
hia: BREET aARUMBNHAPO’ OK Alm 2 UL Py RO Gr 
を 交 へ る も の で , HMA (eclogite) 中 の も の は 主として Alm BRU Py & 
DO Gr を 件 ひ , キ バー ル 岩 (kimberlite) ROMER HO & Ol Py 
を 主 と し Alm 及び Gr BBN, 基 性 岩 中 の も の は Alm, Gr, Py BU! And 


1) Ford, W. E : Wij. 

2) Boecke, H. E, : Z, Krist., 53, 148~157, 1914. 
3) Menzer, G, : 前 掲 . 

4) Stnckwell, C. H. : 前 掲 

5) Heritsch, F. : N. J., B, B., A. 60~91, 1927. 
6) Winchell, A. N. : Opt. Min., IL, 257~266, 1927. 
7) Alderman, A, R, : Min, Mag., 94, 42~48, 1935. 
8) Fleischer, M. : 前 掲 . 

9) BR : 前 掲 . 

10) Wright, W. I. : Am. Min., 93, 436~449, 1938, 
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SOKO ARE E ERD LOR Gr BRU And & Y WS BE ee 
fa 


III 測 = 方 法 

A 比重 測定 方 法 比重 の 測定 に は 二 っ の 方 法 を 用 ひ た 。 一 は pycnometer 
多用 ひる 方 法 で , 他 は Westphal balance (= } る 方 法 で ある 。 

Pycnometer [LAH 5 cc の も の を 用 ひ , 試料 の 豊富 に 存する も の に 就 て 
TO ANE L CHASE 2 LO 不純 物 を 除去 し , 測定 も 繰返し 行 つ て 測定 値 
の 正座 を 期 し た 。 

Westphal balance は Mo. 69z 式 の も の を 用 ひ た が ; 本 方 法 で は 試料 を 磁 
WEES, mith LILO & eb CHRIS 2B, その 内 部 に 存 す 
る 不純 物 乃 至 包 裏 物 を 除去 する こと が 出来 ず , 測定 値 に これ 等 に BAS ORR 
HeaAULERRHEKDOK, COBRA Wem Us AP, 
COMM ICH S 5 BRNO PHMOMME AL, MAMO 多い も の に は 
特に 注意 を 附 記 し て 他 と 万 別 し た 。 

Bo RRMA C1) AD AERIS AMIE OK 第 一 
の 方 法 は 既に 倫 表 し た 日 立 確 山 産 の 枯 樹 石 の 報 文 ” 中 に 逃 べ た 。 その 方 法 
は 必 折 卒 測定 に 一 般 に 用 ひら れる 浸 液 法 並び に 分 散 法 を 應 用 し た も の で あ 
つて , 林野 謀 士 "が 参 案 作 製 し 表 津 教授 に 贈ら れ た 標準 代 子 粉末 CR 
並び に その 分 散 を 確定 され た 硝子 〕 を 用 ひ , TOMBL し て は Merwin の 
提唱 し た マ ペ リ ンー 湊 化物 *) を 使用 し た 。 

測定 を 行 ふ に は 標準 請 子 紛 末 二 種 以 上 を 枯 樹 石 粉末 と 共に 適 営 な ど ペ リ 
ンー 汰 化物 の 媒質 に 封じ , 波長 分 光 計 に ょ つて HOME HIB ICBME L 
つ ・ 扶 微 鏡 下 に これ を 観 察し て 妊 質 と 標準 診 子 及び 確 物 の 各々 屈折 卒 の 一 
KS ORR LMA, 同様 の 操作 RA LBA T 二 同 以上 行 ひ , 十 井 数 授 の 


Ll) 竹内 常 彦 : 前 掲 . 
2) REEMA + WH, 40, 16~24, 昭和 8. 
3) Merwin, H, E, : J. Wash, Ac, Sci., 5, 35~40, 1913, 
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SH 表 
All FE BE AR a Ss & 
RAW 
ERAT aE RE eK 
ARERR AIS ae 
31 |5923 A 
93 P5725 || 
| 85 | 
| 34 5647 | 
| G 15480 1.830 H+ オイ 
34 |5872 
36 5661 
nee 37 |5581 
J 
G ls652 1020 
535 16099 
36 6000 
| 87 
38 |5748 1810 
G 5900 
38 6797 
a 39  \6666 
| 41 \6438 1800 4 
G \6732 
31 (6113 
i 33 |5900 090 
34 |5770 
G577 
Fil FAs ERG AR A @ Jah HES 
36 6142 CMR STAs, Rea 
37 |6041 
92 
38 [5880 
G@ \6017 


提唱 せる Hartmann 04) a HAAR) & semi-logarithmic net に 記入 U-CRE4E 
TF OMI S OMA OMAR He RD, それ より の WHA PAs % 
MS SOCH So Chek RGA IE OME — Bl L UCB 
WIS AUS (第 款 表 並 びに 第 富 園 参照 ) JED semi-logarithmic net に 測定 に 
使用 し た V2.37 よめ V2.4z に 至る 標準 診 子 の 分 散 線 を 記入 し (第 准 園 中 
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RE RR), © ORMAEIAF Do} ete ble GAZE (AR し た BUEREERO cp BRAT 
FLRMAO-RKUCRR OW +i L AAP RAD), 一 つの 媒質 に 就 て 三 
DO atthe is CFO = Rive te ATE ARR RD USA OF ART HD 
られ る , fala PRR LoR2RT LOT, MA UK FREE HEWTOR 
MCA So Ri PH b ATMA OT wee ECB OPI ¢ URE と 
EK UT RR aA UE Cll PSB), COWRA STE O 
PRM SOLD WKS o CIERRA RCT SOW 
(RCT NISHA OURS RRM SO EDM SHAEOR 
ii SISA OD RAS BRO Sh MEPAHMD, 吾 人 の 知ら ん と 
FH DRICHS OA Vd 88 6HN4MCHS. MS MMe AO 
RWB Vp = 1821 で ある こと が 知ら れ た 。 

媒質 に は ピ ペ リ ン と Sblg を AsIs を 混合 し た も の を 溶融 し た 固 艦 を 使 
JALKOGCHADT, COPE Sbls と AsIs は 重量 比 2 < 了 に 混合 し これ を 
ピ マ ペ リン と 種々 の 割合 に 混 じ て 本 か に 熱し 三 者 を 融合 せ し む れ ば , 冷却 の 
RIE AME IKO BSL ES ELOCHS. WS UTHSNRKHAE TOM 
PAOD HD CRC Me — No ts 0.12 の 程度 を 有 し , ENV LK 
物 の 混合 割合 に よめ Mn = 1.68~2,10 OORT EDLAO*® (FOr ED 
HAS. COGSRILMORD ES COMMER BK KSODCHOT 
KRitwmORd8 tICKORA ARE ORBGUE SWC, BAL 汰 化物 全量 
が 50 以 上 と ょ な れ ば 測定 は 殆 ん ど 不 能 で , LHAIAF & Wo = rz:853 の も 
ODMRERACH OT, 本 方 法 に より め 筆 者 の 測定 し 得る 屈折 卒 は MV» = 
1,840 WE CHORo. 

測定 結果 の 正確 度 に 就 て は , BEC BERRA CIT OFS B IC 詳細 に 
e722, FEA OME OBB UR + 0.002 以内 の 正確 度 を 有する 
も の で ある 。 ぅ 

CD) HI OPKAMIO 7) KL 2)A4AH minimum deviation 方 法 で ; 
前 方 法 で 測定 不能 で ある Vp = 1840 VLORAELAST SEOCMCE 


本 156C8) ARAB DY Re 綿 212 


と し て 行 つ た 。 本 方 法 で 測定 を 行 ふ に は , PI ALRIERMGADIC 少く と 
SAE 3am 以上 の 結晶 粒 で , HOBWR PATS ILD MECH OM, 
線 て の も の に 就 て 行 ふ こと は 出来 な か つた が 測定 し た 敷 は 9 DOK. 測 
MEATS ARID 2 LE BLEIC IA BUS Bo 

CID) B=OAWKIAHMAL 1.760 k ONCHS {OICRMTHOK EDO 
で , FED PRERINMETIETC HA So 勿論 こ の 種 の 方 法 は 第 一 の 方 法 で 
測定 出来 る が , 第 三 の 方 法 と 並 用 し て 其 結 果 の 敵 比 を 試み た の で ある 。 こ 
DRORBA LIB ¢, SHORE CHRD EME PIC Vp = 1,760 以下 
の も の は 唯 二 個 有する の み で あり , H-Dik RP) PUREO & OC 
HOD, WHR TC H SHWE, 他 の 一 つ は 偽 領 マダ ガス ヵ カル 島 
産 の 美 品 で Lacroix 教授 よめ 神津 先生 に 贈ら れ た も の で 測定 出来 た の は こ 
SONOS 


第 2 表 火 に 二 種 以上 の 測定 方 法 
ME | | | TR OO 
Lae : * 
Se ee a hee AR Ls 測定 値 の BG RA 
$2 SFR URE | 1.752 | 1,752 | ore れ ば 第 参 表 に 示す 様 で , 何 
マ な が カカ 和 島 1,759) | co 1.760 


ALS RD TH ¢ -- BOUT 
を 示 し て 居る 。 


IV FHRERUME ER 

FL EXE (CT AS OWE 2 5G TOU ERE ILABEK 40 種 あ つて , その 中 z 種 を 
BR (HBC ASF EPRI AC A A o 

BAH 2 FORE MAREE IC KLOTHHATRIEROM 6 CHASo 

A 火成岩 中 に 産出 し た も の 

Ca) 火山岩 中 に 産出 し た も の 
1 fe FPR) SAAD 2 ARRAS EU 
3 KBR PATA PABA AT AS 4 SSAA PRE 
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5 KEP RE BI Ab 6 =e Ss Ee 
7 = BER ERD A AI 8 FURR LEA ER ERD ee eA AR 


9 AUR UGA ARSED ABT EE P10 | = a OF py AR BRS A AY 
(bh) AY VS4 FRUSMPICEM LI-SO 
11 fA) BAIR AR 12 FBSA UT AIA 
13 GREER A) AREA ERE 。 14 RIOR RABI 
15 ERP PPT Rt |= 16 FeO EL A 
17 (ESPANA RT DE 18 FR BARR AC AB AB AE WEIL 
CC) 深成岩 中 に 産出 し た も の 
19 SR AB AT FASS EB Hp A RT 20 FBR P OAD ATE ABIL 
B She hICEK LEDO 
(a) BRSORBPRERE tt Bs CE LIEDO 
21 STEPAERAC ED ENT EN = 22 ER BRPRSC EBA AT eh 8) | 


28 AER EPO 6 BRI 24 BBP RR DP POW EAN AT My) || BRM 
25 ing TES FA) ib es ARS 26 we FI Sa Hal mt GL 
27 UA RRS Ee SU 28 (LA RKSSm EB RS BOR IL 
29 (LARK SSmA ED 5S mE 30 a os BR a CEB 7\ EEL 


31 REE AERO Re 
Ch) tho BAO RAH EE It 7- BF CE LI DO 
82 FR ARI A Do fal 33 ALU BR EBT) ADR 
34 SIU BRAK 35 REPRE PA 
Cc) 結晶 片 着 中 に 産出 し た も の 


36 fe BYR) IER BAT 87 BH 
38 RRR i le Ab TS AE 39 偽 領 > マダガスカル 島 


CHI 水 成 岩 中 に 産出 し た も の 
40 ER LUBE Fr) BBE AS BE 
= CEE UK RIAA OBUER AY 62. TE OPA BRA LEO 
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で あつ て , 母 岩 の 生成 せら れ た と 同時 期 に AIR DAME 5 ture € LPR G 
ぬ の で , LALSEOWEIEIL ISA IC BE S AUTECHRE So 

既 逃 の 如く 以上 の 産地 の 中 , BAB OPRELDTRE EOE T, 多く 
DEEL ET EEE AO Wh EE AO — ED % SLY 6 tv, 叉 先生 の 御 好意 に より 
RGAE E ODPM GRCRBeITOKEDTH So 

RAL AGR BIAS CHET aR Ls 比重 並び に PROBE RIC Tits 
DEE HOG 


A 火成岩 中 に 産出 し た も の 
(a) 火山 岩 中 に 産出 し た も の 
1 長野 懸 小 懸 郡 和田 由 本 枯 樹 石 は 神津 先生 御所 蔵 の 標本 を 貸 負 せら れ 
て 定 験 を 行 つ た も の で , GERAD ICREL, 殊 に その SIAC ES 
る も の は 濃 血 紅色 で 美羽 な 光 澤 を 放ち , FRAC HBC) BORE o+ 
PY RRC 211 ORE % UTE Bo KGOKS AME tem 以下 で , これ を 題 
BE F ICRA SRE EL 複 屈 折 及 び ぴ RPNBEIRD G23 Be 
と し て 石英 の 小粒 を 合 ん で 居る の み で 比較 的 新鮮 で ある 。 BAO VE 
は 旋 白 色 多 孔 質 で 流 短 構造 を 有 し , 容 胞 の 内 壁 は 石英 の 微小 結晶 よめ 成り , 
石 其 は 極め て 徹 細 な micromosaic 構造 を 時 する 微 品 よ り 成 つて 居る 。 容 
胞 部 の 他 夷 上 晶 は 認め られ ず , LAM & PRORGRIED Wd trite vro 
本 岩 中 並び に 格 植 石 の 記載 の 中 主要 な も の は , 山崎 博士 " O A> Be RE 
WHASMAROAM ML? の 信濃 中 部 地質 誌 で ある 。 本 間 博 士 に よれ 
ば , COBMBA SILAS FRA HIRO IAL PS CHE O, BAL, FETA, BES 
& =Alll, RAWSORBAE OM S/H ICH C 最初 に Ue 
で ある 。 
AHURA D Gh ICB CT Westphal balance を 用 ひ て 比重 を 測定 し た 結果 は 


1) 本 析 向 五 に 就 て は 清水 省吾 氏 の 分 析 結 果 が ある 。 
2) 山崎 直方 : BRR ARBRE, 20, 64~66, 胃 治 31. 
3) 本 間 不 二男 : 信濃 中 部 地質 誌 , [|-236, IV -206, nan. 
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第 四 表 に 示 ず 如く で ある 。 美羽 な る 結 品 
で 色 裏 物 は 殆 ん ど 認 め ら れ ぬ が , 石英 を 
PRICE ALC Sik, 測定 結果 は 僅か 
低く 現れ た も の と 思 は れる 。 TBAEIT 
© TPT 2 We L tc het WWE DEO He 
CHS THEN eM ¢ SC, 次 の 値 が 得 られ た 。 
Np = 1.821 

2 BRRILB RM LWA 

3 ARADA ARRAS 

PAE HO OPH A (LRA TEE 
ERPRE LBC, WR BEh に 含ま 
aUPtag & WAY t し て 控 集 せら れ て 居る る も 
の で ある が , COLUMNS SBR 
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第 表 
Fil PA he EAHA A © be ee 
此 重 goc | 試料 重量 
1 416 | 250g 
2 4,10 2.03 
3 4,13 2.03 
IR # 4.13 
第 HR FR 
AR EM A © tee 
比重 goc | 試料 重量 
1 4.104 3.065g 
2 4.108 4.498 
3 4.105 4.418 
4 4.105 4,457 
5 4.106 4,327 
A ¥| 4.105 
BO ORS 
4H Btw oOlka 
比重 >c | 重 料 重 量 
1 4.099 4.926g 
2 4.09 5 5,360 
3 4.097 4.54:4 
AR ¥ | 4,097 


IME 22 L, 複 屈折 並び 


Lar P IC ES } Pa A BRA BIE IC & 
OT FULD MBEAN LI EDOCHS 

AUG Ot Git hE eA, 河川 
Cie hart: BK LC BK t ZOTHS 
Dp (C (110) Rbk (211) OI] O— HB 2 BE 
存 し て 居る 。 MOKSIL(E 1mm~jzmm 
で これ を 題 微 鏡 下 に 観察 すれ ば ; 極め て 


= APPEL GBD GAVE 


比重 の 測定 に は pycnometer を 用 ひ , 7 REA ICH TC IL CR BE 
下 に 検 し て 不純 物 を 出来 得る 限り 除去 し て 行 ひ , 第 五 表 に 示す 結果 が 得 ら 
れ た 。 FEA EA ICH TIL AIRC Ai 2 BU b Oe MARES S MRO PRE 
し て 測定 し , その 結果 は 第 六 表 に 掲げ た 。 

雨 格 樹 石 の 屈折 牽 を 分 融 法 に て 測定 し た 結果 は 第 七 表 に 掲げ た 如く で 作 
園 の 結果 第 八 表 に 示す 値 が 得 ら れ た 。 
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第 +t 表 
RRR O 4 A EA HO 
tie news 

KR BE 春 日 産 
AO FE) 測定 波 RHE) WEI 
th #2 A\ PS OR A PS 

33 5800A| 29 5729A 
34 5690 31 5558 
36 5478 32 5500 
G 5703 G 5381 
34 5856 31 6078 
36 5628 33 5842 
37 5539 34 5699 
G 5842 SB 5704 

J 

35 6154 32 | 6215 
36 6032 34 5899 
37 5921 35 5743 
G 6188 G 5854 
33 6192 33 6411 
34 6047 B35 6089 
36 5788 36 5982 
G 5983 G 6112 
29 6128 29 6108 
30 6052 31 6031 
32 5826 33 5783 
G 5630 G 5664 
31 6143 31 5219 
33 5933 33 5953 
H 5800 35 5628 
5787 G 5773 
33 6198 
34 6031 
37 5647 
eee Rr G 5950 


第 J\e oe 
ca | 比重 goC 
穴 虫 産 | 1.809 4.105 
春日 産 | 1.810 4.097 


即ち 雨 者 は 殆 ん ど 一 致し た 値 を 示 
UTES. : 

Te BL ER GAR BG CRE LE TERK 
PRG OIC Tal BRE? の ALL AY 研究 
の 姜 表 せら れ た も の が あり, X PRAY 
WESC BAT 8 HERS ME OF UC es RE 
4 (2k OHO CHEE Birk 

SAKIC Tk E OPER IAG 
Be aA L, 叉 その 基盤 あな す 花 
Maiti Mma raaAal, その 成 
因 に 読 て は 色々 の 議論 ^ が ある 。 本 
WEP IC tC ORB ORB AF 
HARES, 測定 を 行 ひ 得 な か つた が , 
他 日 この 問題 の ーー つと し て その 測定 
を 行 ひ 度 い と 靖 へ て ゐる 。 

4 香川 落 木 田 郡 田中 村 朝 倉 ALTA 
were: よめ 貸 和 典 せ られ た も の 
で , Pi Alt REBRAIUE Plc 
ASC, BFE Lam~2mm OR = 


1) BB, 21, 80~85, 昭和 14. 
3) anki : 地質 , 3 88, 明治 29. 


meee : 地質 , 10, 304, 明治 


36, 


大 湯 正雄 : BBG, 72, Wit 43, 
坪井 誠太郎 : 地質 、 36. 30, 昭和 4. 


a WER, 14, 344, 昭和 5. 


: FHR. 5, 170, 昭和 11. 


AeRiaeoe Uap SR: 前 掲 


2) AGE, 21. 123~125, wep 14. 
Sedat : 地質 , 9, 434, 明治 35. 
河村 債 一 : WH, 14, 419, 功治 40. 
鈴木 酔 : 地質 , 29, 62, 大 正 11. 
oi HHS : 地質 , 36. 87, 昭和 4. 
ZA: FR, ee 160, 昭和 11, 
A238) + HK, 6, 11, 昭和 12, 
TRUER O EGR : 前 掲 . 


at 


ea 21? 
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eee ee eee et 
+ DUI AEC 272)D Bh Ze te UC ILM T OCH SME 


BAW SIRE BO AGS AIR BB, BAER OBO BB OCH 


HD ODE veh (SF SBERAAC, OPH IMA THE, 石 基 は 年 品質 
で 微粒 の 長石 及び 石英 の BHD % Hil eB 2 LC EME L, REPAIR RE REDS 
2 6 TN AGWE BAK tik LAREE B Id IR he te Ly MRIS & O TAR 
測定 し た 結果 , a =1.544, 7/=1.551 Lg An28%O oligoclase (CHF o 


S$ NH KR 
FATE SPE FH A J He A ae BY 
ia F BK 、 ye SAS ys 
ae Mera Wz oe B74 
33 5800 4 
ot 5700 
36 S52 
G 5694 
33 5989 
34 5858 
36 5633 
G 5800 
35 6034 
36 5958 
38 5746 
| G 6044 
30 5986 
31 5847 
23 5174 
& 5588 
Syl 6652 
33 5943 
34 5811 
@ 5772 
33 6167 
Br 4 6049 
36 5848 
G 5960 


BS 8 R 
Wi les PEAR AR Fr RD ASU ae BO 
eat a eee 
oR | MURR 
32 5868 A 
33 5747 
34 5645 
G 5538 
34 5874 
35 5747 
36 5663 
G 5700 
35 6090 
36 5988 
37 5892 
(@ 5940 
$18 60385 
33 5901 
34 DLOY 
G _ 58380 
5640 
SO) 6288 
36 6097 
37 5960 
G 6012 


本 162C14) aH Th yh Rk S 絶 218 


PIAA Id AER Icon 2 L, 鏡 下 に STIR RRL, 複 屈折 及 
O Sarat Ro Geuze» ME b UTP ROREERO IRE 2A L 
て 居る 。 試料 の 僅少 で ある 邊 比重 の 測定 は 行 ひ 得 な か つた が , Bs lo k 
) WETS 22 WE L toh RIL A ILROM 6 CROWD He 5 RIC 

Np = I.8II , 

5 ADRERRMES 本 標本 は 河野 皿 士 の 控 集 に よる も の で , halls 
流 衝 岩 質 形 璃 岩 中 に 徹 量 に 含ま れ て 居る 。 RBA, REE eA 
SPROUT 2278 し, BEF IC BES (SBR SEM cp ICS DIK Re Bt hth 
OFS Fa IKO FR EEE sh i fh BEE UT IG So 

MR Alt Imm LAF OG CMD め て 僅か 含有 され , hee, BB 
PH le OIC UML <§ BOGS, 叉 包 裏 物 も 存在 し て 居 な い 。 試料 の 
極め て 僅少 で ある 和信 に 上 比重 の 測定 は 行 ひ 得 な か つた が , MRO 測定 結果 
は 第 拾 表 に 揚げ けた 如く で , 作 園 に よめ 屈折 卒 MX» は 淡 の 値 を 示 し た 。 


Nn = 1.818 
6 FPARUWISA AS the Sa 7 SERSFSBAAA 
8 ANAK RAS SA SSK 9 MKURRES RSMAS 
10 =BRRFSRARA AI APE ARAB Ti. FEL ASAE — FA rit ES 


OPUS CHEB DE HIER IUD ICE & PREM T ICAP D ITH iE 
本 の 一 部 を 恵 貞 せら れ て 寅 験 を 行 つ た も の で ある 。 

BREE (240122 & OB IN C8 J) SUE RE CO LRE CREIREIRO MEL BL, KEKE 
WH ea CARMA SLOREC, その 中 に Md THEOMBHO ER, 
を 含有 する も の で , PABRMERO Rh? BOBO MH 2 LT 
記載 せら れ て 居る も の で ある 。 五 邊 の 標本 探 集 地 は 何れ も 相 営 に 隔 つ て 


1) PEAR : AVE, 21, 178~192, 昭和 14. 

2) KAHIT HHEOBRY DHE LOMLLZRMSHS 3H, 基 中 重 相 な も の は , 
佐渡 道隆 : 地質 , 39, 657~658, 昭和 7 : Hh, 40, 25~35, 昭和 8, 
本 間 不 二男 : 火山 , 3, 355~369, 昭和 18, 
A KEE 2D), RRREMO KICK SWARM OBR UR 
書 等 で ある 。 
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居る 場所 で , No.6 の 新宮 市 を 基準 と すれ ば , No.7 の 木 本 町 は 熊野 灘 の 海 
崖 線 に 溢 つ て 新宮 市 の 東北 方 約 20 Am (CHO, Nos. 8,9 の 高 池 町 は 同じ く 

海岸 線 に 沿 つ て 西南 方 約 30 Am に 営め , 叉 No. 10 OD AMEE HE OAL AT 
約 15 km CHOC So MEAGKBET ICS TIL MO 岩石 蘭 片 は 全く 同様 
で , 極め て 多量 の 石英 及び 長石 OBER A LPR ILARDE SAU TMB So 
VOR EEE O ft OMB A DHED D 6 


- 48 & R 
AC BE EF by BE a te A De 


te OF BR uw) | 木 本 町 | Stk | SA | Ae 
WF GH WE Pe los wee] 測定 波 pas wee 測定 波 (ay wee) 測定 波 fos 番 店 | 測定 波 
bite 4 | feP35 bao) APS RA BPS RA BPS eR BBY 
32 SECO OL 5941A| 31 5908A| 31 6007A\| 81 5980 A 
GBS 5686 32 5860 32 5839 38 5945 32 5908 
34 5569 oe 5714 Os) 5700 oo, 5808 oo 5769 
G 5497 G 5560 G 5500 G 5604 G 5578 


33 5971 33 5903 + 33 5984 33 5982 33 5964 
34 5847 34 5779 34 5832 34 5840 34 5832 
35 5718 35 5620 35 5671 35 5713 35 5716 

G 3732 G 5633 G 5670 G 5728 G 5713 


36 5951 36 5946 36 598] 36 5969 36 5993 
37 3848 37 5837 37 5868 37 5867 37 5900 
38 5893 38 5682 38 5700 38 5729 38 5735 

G 5988 G 5951 G 5867 G 5994 G 6012 


34 5911 34 5883 34 5951 34 5981 34 5900 
35 5780 35 5757 35 5799 35 2829 35 5813 
36 5692 36 5671 B86 | wees 36 5731 36 5756 

G 5773 G 5732 G 5758 G 5820 G 5822 


32 5923 32 5955 32 5954 32 5999 32 6005 
33 5794 33 5808 33 5829 33 5873 33 5862 
34 5668 34 5682 34 5688 34 5746 34 5746 

G 5573 G 5574 G 5592 G 5659 CG 5638 


1) HepB ENERGIA An30%~W% の labradorite 及び soda-anorthoclase 
ょ り 成 つて 居る 。 
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HIG } WHEW ICE ABRIL 公然 認め られ すず , Mird mee SL, 
AGE 2mm UFORBICHAL, E+ OH (271) を 時 する 。 Bi 


nee 下 に 閣 祭 すれ ば 極め て 淡 き 赤 御 色 
iii odes 地 | PAN | BRL, TBR RO RHEL 


6 | SPerT CeMP REL 1,815 全く 認め られ な か つた 。 試 料 が 極 
ye Ae! ee Ry 1.816 Rr i 
TT ee め て 少 い 委 上 比 重 の 測定 は 行 ふ を 得 
9 | Sime ees 1.815 な か つた が , HEC KE AMPA 
oO 


‘ 1.815 
JARRE | OS? | OREM RIA HRRKOM <-C, 


SPMBOM DE 6 tris. 
Bl TICKS C 8 AEMO LOS MICHRABRD ENEDOK. 
Cb) ペグ マタ イト 及び 岩 須 中 に 産出 し た も の 

11 禄 島 雅 石川 郡 石 川町 長久 保 12 BER NMAIAMA 

3 BESANMBABH MS BeBe (LTGAE 2 Ab OBES BE 

SES AMLLUBKT, MOM < Hid TZ MOM eS 4. tpg 

BCH LC Lith EPP O ICRA ORM EUELO BBE D So BY bith 

PBA OER Ck O BARRED 4D s LUMA DVI Sd, そ 

OEP IC ER OWE LI TAS & RUB 6 tT (LISS & OPE & ORY ER 

を 論じ られ た 。 更 に 市 津 教 授 普 びに 高根 助教 授 ” は 前 記 石川 SHEMWOR 
第 拾 BS 表 千石 の 粉末 XS D 6 ER 
AREA HIE © Lei を 確定 せら れ た 。 RARBHE? id 

MW ICO SHIRA OF MARE 

を 記載 せら れ て 居る 。 

筆者 の 屈折 座 並 びに 比重 を 測定 

し た 標本 は 視 津 教授 より 貸 奥 せら 


産地 oe ee 
TSA si par 9.328 
BA Ji ty A A) 4.23 (oe 

Skip 420 | 13892 | 0% 


10.63 


1) 前 掲 . 
2) 前 掲 . 
3) 前 掲 . 


#8 221 Se eee ha a 本 16517) 


れ た も の で , 三 産 地 は 何れ る も 石川 町 の 西北 方 に 営め , KASHI KNEE 
WA ICH SRAM AE CHA So BARRED} Oldie OC 
PIF BA OLE aR eT bO LW CRHO—M CHB YITOK AO 
で , Wah eR し , 偏 姜 形 二 十 四 面 角 (2zz) の 自 形 に 結晶 し , WE ICH TIE 
CRAP, HERE OIC ATPASE 6 認め られ な い 。 他 の 二 産 地 の も 
O% BESIC HE Ute thr Cid AMR AE O IC BBE) IC BERGER ORD G27 
い 同 種 の も の で ある 。 


第 HABA 
A) ERE A TAA eR 


&AKk HE /| mM A”7A EF | RH EF Ff 
iP S| We ROPE We RR We 波 
RRAERP SMA RBAEEHRRAE EY 

ae 5710 A 33 5759 A Si) 5767 A 

oo. 5579 34 5672 34 ‘5672 

34 5483 85 5668 35 5563 

G 5397 G 5547 G 5549 

1 

34 5692 33 5964 83 5906 

EHS 5569 34 5867 34 5864 

36 5489 35 5772 Bo 5766 

G 5559 G 5716 G 5702 

36 5909 85 6092 Bis) oi “occ 

3 5803 36 6021 36 6014 

388 5648 YC) Wesceee 37 5938 

G 5881 G 5967 G 5957 

erty 5768 34 6040 ow 6028 

84 5561 85 §951 384 5941 

35 54388 36 5837 30 5833 

G 54388 G 5765 G 5740 

By) 5841 382 5994 bp} 5907 

36 5731 33 5874 34 5800 

SV, 5652 34 5778 85 5692 

G 5753 G 5621 G 5655 


本 166018) BAR DR KB 綿 222 


Westphal balance に よる 比重 測定 結果 は 第 拾 参 表 に , DBGKIC K OT 
卒 測 定 結 果 は 第 拾 四 表 に 表示 し , それ より 第 拾 五 表 の 値 が 得 られ た 。 

この 結果 を 見 る に 三 産地 の 測定 値 は 極め て 近似 し , 測定 誤差 の 範 園 内 で 
一 致す る も の と 見 る こと が 出 来る 。 即ち 石 川 地 方 の 種々 の ペ ゲ マタ イト 中 
ICES OHI ILO 8 DO & WRT CE DWAR 


産 地 | 属 折 率 Np 比重 nC 7 eR 
AMMA) «1.818 | 4.91 RAB 2 BOP 
石川 町 和久 | 1819 | 4.23 wT A | 測定 波長 
EP AVEN S| 1.819 | 420 ee = 議 議 交 

35 6009 A 
14 RRRRSBUVE AEMOMMA tw Hf 2 
先生 御所 工 の 標本 の 一 部 を FEY Bau C BEER iG 5874 
行 つ た も の で , WHOK < HEUKAM rem 内 34 5812 
外 の 偏 開 形 二 十 四 面 骨 (272) の 結晶 で , THB ts pe a 
BUTH4S0 COMMIRRBIAEMA PO ~ 7 + 4% G 5651 
AbHILESSLDL San THS. CNP | 23 5790 
GWA Us, TRS eel a | | tM 
Pree O Aare ha GRE OD, 比較 的 多量 G 5543 
の 白雲 母 及 び 少 量 の 石英 及び RAPARUTE 31 6102 
33 5879 
BBN 表 34 5750 
7 eR © Hoe 3 a90% 
A 34 5932 
No. | 地 電 goc | Kumeu 36 5704 
1 4.109 3,040g 38: Sill) eee 
2 4,09 5 6.746 G 5733 

3 4.06 7 3.047 

4 4,06 3 3.049 29 6095 
5 4,096 2.390 eo. 6027 
32 5819 
7 均 | 4,08 G 5477 
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Be 

APR OLE % Wetphal balance を 用 ひ て 測定 し た 結果 は 第 拾 六 表 の 
如く で ある が , LMOKRNS BOM ARCH SIC CONIA 
の も の よめ る も 多少 低い と 見 な けれ ば な ら ぬ 。 分 融 法 に より め 屈 折 卒 を 測定 し 
た 結果 は 第 拾 七 表 の 如く で , それ より 次 の 値 が 得 られ た 。 


Np TI.I8 
15 RSPR PRAT Rte 。 本橋 樹 石 は 営 薇 室 八 木 健 三 由 士 に よめ 恵 
GLE ORKBATC, その 産出 は 花 賠 岩 中 の ペグ ダマ 第 拾 九 表 


タイ 4 イト か ら で あ る 。 結 品 の 大 さ は 2cm~4cm で ICR EAR 
5 ees ae) 
iE ORS (227) の 自 形 に 結晶 し , WEE 

xis Hh \ AGHRE) ee WEEE 
OPAL BER CHRP NE L < BE 8 i TA A | 
多い 。 肉眼 的 に 黒 味 を 帯び た HBR L, BEF coe xis 


AC VLR AL 4B ES CIC SEE OF IC RAS REEL G 37 5868 


G 5961 
IVEW BBD LB, fA, AA, REAR 
i 32 6019 
OTHE OED D4 BIL YYO TZ BOE LT 33 5877 
ns 34 5750 
@ 5621 
ARRIBA OME ORS 14 15 (Cc MRO IME デス — 
し た ま ・ す の 試料 で Westphal balance を 使用 し て 35 5928 
測定 し た 結果 は 第 拾 八 表 に 示 し た 如く で ある 。 R pe Fibs 
FPHGEAC & DATE RR IAA IC BV te oe 5783 
RN RK 34 5662 
PAC EMER A © bea に Rees 
: ee G \6152 © 
此 重 goc | 試料 重量 
33 6008 
il. 3,709 16.10g S 
2. 3,709 16.08 rv on 
14 
Pe @ 5702 


| 1) APRA CMT LI KAE KD DHT RA D 3 0 
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加 く で , 次 の 値 が 得 ら れ た 。 
Np = LI7 
16 RRA ADA 32 同 ASCII PIR AIC METIS BC 
se? 28 KILI < ORE MIRE EO ICME ei. TOR 
Sel s (Hee IE 
(1) ASTWRU EME It SATE LL, 何れ も Uk Wed Buea © Beha 
附近 に 於 て 何れ か の 岩 右 中 に 産出 する 。 
(2) 一 は マグ マタ イト 中 に 小結 量 を な し て 産出 する も の で , ペグ マタ ゴイ 
ト は 粗 竹 の 石英 , 正 長 石 ペ ー サ イト 及び 白雲 母 よめ 成る 優 白岩 で , 格 
AIL COMM & UC 微量 に 含有 され , 筆 2mm~4mm の 偏 姜 形 
SUES (477) に 結晶 し , AMR cote, 鏡 下 に 於 て は 淡紅 色 を 
BL, SILO IC BH ILA STE EOTCHS 
(3) (Hic BABE (EA IC KO TH BME BRT EOC, AAA BICREA 
LIER A BAIR O ICR BAAMRICKE O> RAR AIO AGA IK 
CDE AB ICA ROY 6 2U TAC, Gk, BBA, SS, HRA, 
TB ROUWKE LIES SEOCHS. PAA BL, 
MIBORAE KO MO, MERRORAWOIMEN KE OBI GH S 
れ て 居る が , KBRALBD SNRO’EDCHS 
(4) CREO A CHE CURT SME Lt ald, 次 OM < CH: 


Bo 
GO nt 中 CC ers leosh a eiavegerccenetsmetene 1.820 
接 fig igh TF may eo eo oe ov ese ee se soe 1.783 


KEOWELBRHO TECH SBTOEED OK 

17 @SRA01BARAMAR 。 本 産地 は 徳島 懸 大 川 郡 白鳥 村 小松 原 の 北 
方 海岸 で , 高徳 線 引 田 鹿 の 西北 方 約 5 を OWME CHS. WW» HAS 
ALTE k ORGY Gaur AC, MBC haus, BH FER 


1) 前 HR. 
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WiC CRA CRABS 0 ERIC BSE 
OWK a 2 fk CHR LC 路 出 し , ASA RE 
BER lke OAR HL EO Pain IC — > PML UT 
hs + BORO a Miike 7% LD CH UL CIB S&B OCH 


A BIL AIR AQIS et ORE EER Otis OPTS 
A ebtint UTROGPARABOBEKAC, Bit 
鏡 下 に 観察 すれ ば 完 上 品質 微 細 結 晶 の 石英 及び 長石 
よめ 成る 石 基 中 に , Bt LD CAEA, IERA, 
EEL OPA 2D SE DHE o 


MiB A lho eh BL, 筆 Tam~zmm Offi 
26 DU RG (227) に 結晶 し , SEP ICMR Th 
(SAS ALB BL, CDT ROR TEE 全く 認 
HEMI, BED’ UTMBOREEARO 石英 が 
見 られ る 。 ABA OL ILIA OE 7k B TST 
ひ 得 な か つた が , SHG k O DTA aE LT 
MRIS BARRIO MS GO それ ょ の ROG 
が 得 ら れ た 。 

Np = 1,800 

18 RBRRLR RE AAA 

EEE DE (garnetiferous felsite-porphyry) 中 に 


at 225 
BARR 
A SEAR A 
RPT AAW eA 
ER | 測定 波長 
RRA! 8 
33 5791A 
34 5677 Bo 
35 5554 
CG. 5853 
33 6036 
34 5900 
35 5788 
G | 6041 
35 6098 
36 6000 
37 5912 
6310 
g { 6322 
34 | 6032 
Gah. : GR aaaee 
36 5786 
G 6161 
32 6042 
33 5907 
34 5780 
G 5937 
29 5738 
30 5660 
31 5538 
GC 5499 


斑 上 曲 と し て 含有 せら れ て 居る も の で , 根 橋 雄太 郎 


BIE O 控 集 せら れ た BARRE せら れ た も の で ある 。 MBA OE 
加藤 武夫 教授 に ょ よれ ば , AHA DE TREO HR 
貫い て 店 出し て 居る も の で , 明 延 部 落 の 南 外 れ の 川 旗 を 西端 と し, HARI 3 
OAC, 走向 店 々 東西 , WR 60° V BAL, 約 300m の 延長 を 有 し , 途 


1) Kato, T. : J. Coll, Sci. Imp. Univ. Tokyo, 43 (5) 1~60, 1920. 
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maRER IT RICH CMR BER LC So 標本 は 
YE BE EAA A KEE e BS OE CHL <S AE ULT 
iti EOF BO, 多 敷 の 分 解 し た 長石 と 後述 する 生 極 石 と を 

LR | WE | wee UCL, Site BRE PIC BIN BE. 
31 5968 A LEE CH DIABLO LCE 515 Pe 
| と | ORSADUTARIEEL, 2 49 <BRO ARE 
G | 5688 化し て 居る 。 HERE REAL, Imm ~ 5 
33 5959 mn の 大 さき を 有する が 現存 し て 見 られ る も の は 
te な さく, BARU T 2 4) ONC TAR IC BME LU 
G 2926 て 居る 。 有色 確 物 は 斑 品 , HILO 何れ の 中 に も 現 . 
a6 ae 存 し て は 見 られ な い e。 

37 5831 

38 5655 Pata ih one (8.2 OL» 0.5 mm~ 2 mm OEE 

y we を 有 し , SIE = UGS (277) に 結晶 し , AEE 
| | 面 の 保存 は 育 好 で ある 。 これ を 古 徴 貸 下 に 額 宗 す 
36 5684 れ ば , 殆 ん ど 無 色 の 淡 き Iie し , We Bay 
A 並び に 昧 准 構 造 は 全く 見 られ な い 。 包 裏 物 は 極め 

| | CP ROMPRES Sl, HCH CHR 
34 | 5792 OD WR IME L THES o 

G 5772 


APH A Ole BILE O Wet CH SD FW % 1F 
ひ 得 な か つた が , SPBWEIC & O TAR 2 BE L TM FRIA BAA BEC 
た 如く で , ROMO 5 Arto 
Np = I.8I0 
Cc) 深成岩 中 に 産出 し た も の 

19 京都 府 相 業 和 郡中 和束 和 村 本 産地 の FGI) ALO TEMA ABA IC 
極め て 僅か 合 有 せら れ て 居る も の で , 1mm ~ 3mm OM{ERA L, WIA 
D6 WHEE GAUCHE ASE CH O > 融 僕 作用 を 受け て 結晶 内 部 に 向 つ て 
A BL Cembayed phenomena) BELGt.40 TOMAR BA ICR LKS 
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AIRNQICAH IA, BEF ICSEA EME CUA PT ENE O IC RASRESIE 認め られ 
> ENERO RB EODMM ILD DATC AH Bo ARH eH 
SEP (RES AUS, 路 等 卓 質 で WRITER a Hfipe 2a し, 石英 及 ORER A 
を 主 と し , ERA, AEE REPRO & OKO, 石英 及び 長石 の 懲 
SRE BS SMS 4 Ho 


HE FLAUNT EPG AR Ai © YE ALR x 22 

比重 の 測定 は 試料 の 僅少 で ある 急行 ふ を 得 な か つた が , SBR EO Ik 

Ps iE L tc ld BAA AK ICHAT eM <6 で 次 の 値 が 得 られ た 。 
Np = 1,816 

20 RERTPMSAHERU AMOS HOPPE Y Ste 
OTB RULE SRK EOC TEM ie b HA A Heber & Oe hiea et 
SLICE CRE EMER AREA OM ICME 52TH SE OCHS FRA 
粒 の 大 さき さき は 3mm WP CHIE AIEROBVEX AL, AIR ICI, Bak 
BEL ICHD CASALL, 複 屈折 性 並び に Pal 6S PI 
KE) & FD CPS, BURICUVOT His l— BEIT teh S ZS BER Oy 22 Bt | = 
介在 する の み で ある 2。 
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第 走 拾 参 表 
BABAR 毛無 山 EEA 
中 ASOT REA AR A Rt ASW ae BO 
5 SH 32 BOR AS ASHE | 測定 波長 
ite Sew RS AWE |]? 
za Ly : tRaA|F 
no + ARE | 測定 波長 ; 
i |B 均 ieee on 
= 3 5 34 5622 
oe be A 35 5451 
34 5 
35 5524 G 908 
G 5579 SH 5822 
%. = 36 5057 
ie 6076 37 5539 
s 9 
i es ' @ 5740 
35 2 
(| 5749 29 5916 
a 30 5861 
‘ o 
> ie : 32 5689 
; ; 2 
37 5924 g eee 
G 6019 85 5982 
; 36 3898 
2 oe 38 5720 
od 
@ 5918 
36 5680 
7 5769 33 5839 
32 6039 ae Sh 
36 5593 
pees G | 5648 
G 5618 31 5952 
33 5791 
34 5703 
G 5648 


MRO toll BOWEL KORE IE O, BGK Kk OES BE 
Ut: felt BAUABROM ¢ CROWD E 62K 
Np = TSI4 未完) 
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n# AS AO X ® & MS oF 


Beas om 津 oi 
mes: 高 根 Bw Fl 


a ok 


ke 雇 一 


FEO 15 年 位 前 迄 は 白雲 石 は 方 解 石 と 姜 苦 土石 と の 固 深 骸 で は な いか 
と の 引 問 が まだ 処 然 と 解決 され て 居 な か つた が , X 線 分 析 の 結果 其 構造 が 


第 = 園 


N w b 
O° o ° 


LOSS OF WEIGHT IN % 
3 


200 400 600 800 
TEMPERATURE IN C. 


is) 


白雲 石 の 加熱 た よる 重量 減 拓 其 部 
PAKFE DU Eo 


1900 


HAD i= SAU CLR, 基 以 前 
ょ り 同 確 物 が 複 監 (double 
salt) で ある と 言 ふ 主張 を 
HERS SICBOKS 
SEATED OAUER CS 6 fl 
VARS Ci t Si-O 
klk, MKPOWE BE 
lal C & PAPERS MAO W 
=” BRAC & 示し て 居 
る 。 Bil b Peli ze ARS HE 
が 連 績 曲線 で は な く て , x 
投 の 曲線 を 以 て 示さ れる か 
ら 5 で ある 。 然し この 二 段 の 


曲線 を 呈す る こと 即ち 二 控 の 解離 現 名 は 叉 木 確 物 に 相 営 複雑 な る 問題 を 算 


~Bo 


1) 可 上 兄 弘 一 , ARABIA. HW, 35, 279 A, 昭 3。 
2) SRLES WHE Peet bhORMEA 第 五 。 昭和 製鋼 所 研究 所 報告 ) 。 


AA 13, 12 月 。 
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FEO FS— (CY BIT LO PLO PRE HES D DED RELIC H OD, 種々 の 
Bian BARRO FLORA HE に 基く る の で ある と の 結論 に 達し た 。 即 ち 


第 一 反 座 CaMgCa, O 


= CaCO Iw +) CO, 


sxe CaCO,+MgO = CaO + MgO-+ CO, 
第 Aa 男 


800 


600 


Temperature in © 


400 


200 


ECE (8 TONGS 


_ oS 
Galvanometer deflection 
ARAOMBIc kB Wy 
ERT ZETA DMT RE DUE 0 


LGU R KE 22H 2 Bbech, 第 一 反 應 に 
WS THT & CO, ORNL MeCO; 中 
の CO, ICHAEL, FO RKECHBKS J 
CO.O#It CaCO; pO CO, \=#A% 
SELL BHD Lid, これ 等 Me 
MEE PET SEDCH So 

SiS — ME CERRO THS I Eid, 
Se eee eee ip Jay ae sa 
PHS SURE k OMB CHOI LC 
HEo C*RU—-HALSDMNS 4, BZ 
石 が MgCO; と CaCO; Oil CHO 

CRIAAE Cu t Shs (EBERT 2 を 生 
ずる 現象 で は な く て , BEARZAD ike 
CHhSRBRBESTSIOCOMREIS HU 
< DEURHOL SIC REACH S CO, 
OME) ete Ins 4 76k, 第 一 反 應 の 温 
SEL REF し 優 令 第 二 反 應 の 温度 が 上 
HUTS MADERRED RE EOKT 


SB PAA le] Et RASS CHS LLM EMS AS PHCHS 
BA BAOIER HSS SED AS. Fit keV LOTH 
じ た MgO RU CaCO; 及び 第 二 反 應 に よ つ て 生じ た CaO が 加 何 な 
SMe SE OCHSY CHS, LOMMBICH LTERMIELE LO 
が な い 様 で ある か CFB AS XMAS DT NBPMELTILE 56 
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白雲 石 , SRARVRELAOBR 

CREO = MM it SHES, 其 加熱 操作 は 昭和 製鋼 呈 究 記 の 三田 
正 揚 氏 の 好意 に よる も の で ある 。 加熱 は 全部 CO。 穴 園 気 中 で 行 は れ た 。 

白雲 石 ” は 600°C に 加熱 する & まだ 何等 解雇 現象 の 懲 信 を 頁 へ な いか 
b> 結 品 構造 も 常温 の も の と 同様 で ある べき で ある 。 こ れ を 知 0 り た い の で 
600°C 加熱 の も の を 作 つ た 。 

K 8o0° ご で は 上 記 第 一 反 應 の 吸熱 終了 温度 と 第 二 反 應 の 吸熱 開始 温度 と 
の 路 々 中 間 温 度 で ある か ら , この 温度 で 30 分 間 加 熱し た 。 

叉 1000°C は 第 二 反 應 が 全然 終 つた 温度 で ある か ら , 同 反 應 で 生じ た 物 
DIREC NR BA I DIGIC, この 温度 で 30 分 間 加 熱し た 。 

炊 に 輝 べ る 様 に 百 雲 石 の 相 焼 物 の 研究 上 , BOTHER BEAD 
MRED DS SE CH Bo 両者 共に Too0°C に 30 分 間 づ ・ ゝ 契 焼 し た 。 


x 線 R B 

HEAD, 600°C, 800°C 及び 1000°C の 各 温 度 に 熱せ る も の , 方 
解 石 及び 姜 苦 土石 の 常温 及び 1000°C に 熱せ る も の の 細 粉 を 作 09, これ 等 
BAIR CHAR XRBARLIROK, COBSO X HIRO mt Fe 
で で で, DAFTOAEIL 30.25 mm で ある 。 

HEAOBRKRBALABHO 方 解 石 は 第 四 園 , BWA BACAR 
す 様 で ある 。 こ れ 等 三 園 を 詩 比 し て 見 る と 次 の 様 な 現象 が 知ら れる 。 

府 分 析 の 結果 , BEAL 600°C CHE TBILI ¢, 800°C に 達 す れ ば , 
MgCO。 分子 に 相 和 営 す る 成分 は 崩壊 し て , この 量 に 相 党 する で CO。 は 放散 
L, 約 zo09°C に 加熱 すれ ば C2aCO。 が 崩 壌 し て これ に 相 営 する CO。 が 
人 逸 出す る と は 本 確 物 の 熱 研究 で 知ら れる 所 で ある 。 然 し これ 等 の 加熱 に たよ 
DAU bt ODA R RAS LRORCH Bo 

1 HEBORAOBE L 600°C に 加熱 し た も の と を 比較 する と , 其 間 


Ll) 大 石橋 午 心 山 産 
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CI EDRMED BD GMB CP RBYICBMED wot SS0 LC 
ある 。 1 

2 800°C に 加熱 し た も の は 前 二 者 と 全く 箕 つた 廻 折線 を 奥 へ る 。 こ れ 
AAHOM RAMA DBMELKLCLRRITOCHS. (OBR AM 
の 方 解 石 (常温 ) OBR EWR SL, 一 二 の 線 を 除い て は 両者 全く 一 致 
する 。 更に 方 解 石 と 合致 し な い 線 を 調べ て 見 る と; a REL TE 
じ た MeO の 等 軸 品 素 に 結晶 し た ペリ クタ レー ス の 線 と 一 致す る 。 故に 折 
雲 石 を 8o0°C に 契 焼 し だ 者 の 大 量 は 方 解 石 で , 其 中 に 少量 の マリ クレ ー 
ス が 混在 する と 言 ふ こと が 出来 る 4 
3 7000°C に 加熱 し た も の は 上 記 ペ リク レー ス の 事 折 線 と 他 の 種類 の 廻 
折線 が 認め られ る 。 其 の 廻 折角 及び 濃度 は CzO 〇 ORR iH CHAS & 
が 知ら れる 。 WbAHA*® 1000°C IChRKET SLE ~) 7vU—-AL CaO Oy 
a ih hs OUR D % OICBMED D (SE7NTAM o 


第 = 表 
Calcite (ordinary temp.) 

ee o | ee a I sind d Q-d | QI | Indices | 
1 3557mm 20 | 0.2899" | 63.08 Aiea eee 211(8) | 
2 | 89.32 s | 0.8192 3.08 0.109 | 0.109 | 211 

3 48.22 vvw | 0-3881 2.49 0-161 0.161 | 110 

4 | 53.09 w | 0-4247 2.27 0.193 | 0.192 | 210 

5 |. 58:50 w | 04648 2.08 0-282 | 0.229 | 200 

6 | 6463 w | 0.5093 1.90 0.278 | 0.270 | 220? 

| 0.301 | 311 

7 |. 66.26 w | 0-5208 |.. 1.86 0.291 | 0-286 | 321 

Sie VOTO vuw | 0.6081 1.59 0,396 | 0.390 ‘| 211 

9 84,22 vow |-06412 |. 1.51 0.441 | 0.482 | 310? 

| 0.463 3820? 

10 | 90.34 vow | 0.6792 142 0.49% | 0,484 | 211? 

11. | 9155 | yyw | 0.6865 141 0,505 | 0.515 | 300? 

0.515 | 291? 

12 117.69 DVW 0.8277 1-17 0.734 0.713 310? 

13. |. 121.60 vow | 08443 | 1,14 0.764.| 0.754 | 321? 

14 | 122.96 vow | 0.8501 114 | 0.774 | 0.785 | 410? 

15 | 144.01 w | 0.9284 1-04 0.924 | 0.915 | 400? 
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: : iy te ; 
“12345678 911121415. 161718 
: 70 73 ~ 


BEM AT OUT ON © X BRE I 


1 RA & COg Ri ic-c 1000°C ic fae 
AEA & COg RU HIC cc 1000°C Ic Hye 


hy 


1S) 


co 


姜 若 土石 を CO。 Ripe c 1000°C KK hye 
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以上 の 如き 結論 に 達せ る ぁ は 全く 粉末 宮 在 中 に 現れ た 廻 折線 の 鑑識 に よる 
も の で ある が , 如何 な る 方 法 で この 氏 定 を 行 つ た か を 次 に 記述 し て 見 よう 。. 


HAR ZR OD } K 
PPAR SS = A L PROT ARO BOK LEICA A UKRROG EE & SBCA 
うら も の で ある 。 | | 
先 つ 白雲 石 , TRARUSELAOMRA OBB tit ol, BALK 
所 で は 相似 の 有 様 が 認め られ な い 。 WHE BELA 2 4 は 共に 三方 系 で あ .・ 
つて 其 容 間 群 も 同一 で ある か ら , MiW%e 5k CABO Bid lk 一 見 相似 の も 
の を 呈す る の で ある が , 第 四 圏 及び 第 五 岡 に 見 る 欄 に 両者 が 相似 と し て 一 
認め られ な い の で ある 。 こ れ は 網 面 間 路 訂 の 差異 と 基 成 人 旬 で ある Ca & 
Mg の 差異 に よる の で ある 。 然し 基 容 間 群 は 等 し く Dia で あつ て , THA 
ROBE LA OE (CWE SIU RF IEBILF X 


第 mx Eo 
Magnesite (ordinary temp.) 
ee me os 5 7 sinO d | Qd CC 
1 39.10mm Ww 03176 2.76 | seeees | eee 21108) 

2 43.51 s 0.3518 | 9.75 | 0183 O186 | 217 
3 47.96 w | 0.3862| 2.50 |.0-160 | 0.163 | 222 
4 51.92 w 0.4160 2.32 0.186 0.191 “| 110 
5 57-84 s 0.4599 |. 2:10 | 0,227 0.231 .| 210 
6 63.14 w | 04985 | 1.94 | 0,266 | 0.272. | 200 
| 0259 | 1112 

7 65-71 w | 0.5168 | 1.87 || 0.286 0.286 | 322 
8 73.58 s | 0.5714 1.69 | 0.350 0.3827 | 220? 
9 85,18 vuw 0.6472 1.49 | 0,449 0449 | 210 
10 86.389 vUW 0.6550 |. 148 0.460 0,463 21 aT 
11 92.46 wvw | (6:6919\* 140 ') W513 4| OS | 310 
12 97-16 pw | 0.71938 | 1-34 || 0.555 0.558 | 320 
ie: 98:67 vw |. 0:%280\|: 2.33 ;| 0,568 || 0572.) 277 
14 107,74 70 0.77738 | 1.24 | 0.648 0,667 | 421? 
15 117 44 w 0.8253 | 1.17 0.730 0.756 | 411? 
| 0756 | 3830? 

16 130.94 vow 0.8660 |. 1.12 | 0,804 0-808 | 311 
17 138.30 m 0:9098 1.06 0.887 0.864 310? 
18 142.16 vw 0.9227 1.05 0:912 0.919 | 321 
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第 B 表 
Dolomite Cordinary temp.) 
aA a, ) I sind d Q-d Q-I Indices 
1 37.18mm 0 | STORY eee S| Aescce* || acbuse 211(8) 
2 41.83 S| 1O.8949) 2 2-880 OW | OR OI 
3 44,97 vw | 0.8616 | 2.67 | 0.140 | 0.142 | 222 
4 50,04 vw | 0.4020 2.40 0.178 0-171 | 110 
5 55.44 w | 04423 | 218 | 0.210 | 0.207% | 210 
6 60.95 vw | 04898 | 2.00 | 0.250 | 0,250 | 322 
0,244 | 200? 
ie 62.07 vw 0,4909 1,97 0.258 | sssees oo 
8 69.49 m | 0.6482 21.78 | 0,816 | 0.813 "| 32 
9 82.94 vw | 0,6329| 1,53 | 0429 | 0421 | 3381: 
10 88.06 vw 0.6652 145 OATS 0,463 | 3810? 
0.480 422? 
11 94,23 vw 0.7024 1.38 0.529 oe 
12 99.22 vw | 0.7312 | 1.82 | 0,573 Be ose 
13 102,95 vw 0.7518 1.29 0,606 0.593 | 421 
14 106.03 vw | 0.7683 | 1,26 | 0.633 ies wee 
18 109.70 vw | 0.7875) 1.23 | 0,665 | 0.656 | 411? 
0.656 | 330? 
16 119.30 vw | 0.8839 | 1,16 | 0745 | 0.746 | 221 
17 126.97 vw | 0,8670 iii! 0.806 | 0,805 | 321 
18 129.03 w | 08755 | 1.10 | 0,821 | 0.827 | 420 
19 131.79 vw | 0.8862| 1.09 | 0842 | 0.841 | 410 
第 ut RR 
CaO (Calcite, heated at 1000°C) 
Me | comp | t | sn | a | sue | ints | a. 
7 13. 25mm vw | 0.8499 | 276 3 111 4.78 
2 45,48 vw 0.3670 2.389 4 200(8)| 4.78 
3 50.40 s | 04046 | 2,39 4 200 4.78 
4 66.22 vw | 0.5203 | 1.69 8 220(B)| 4.78 
5 74.05 s | 05745 | 1.68 8 220 475 
6 89.18 w | 0.6722) 144 11 113 4,77 
7 94,23 w | 0.70241 1.38 12 222 4.76 
8 114.52 ww | 08414 | 1.08 19 133(8)| 4.70 
2) | 116.93 ww | 0.8228 | 1.07 20 240(B)| 4.78 
10 130,43 m 0.8810 | 1.10 19 133 4,78 
11 136,59 s 0.9040 | 1,07 20 240 4.78 
mean 477 
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E33 a Ea 
MgO (Magnesite, heated at 1000°C) 
No. 0 21 : 2 
fe Cort ®) I sinO d DS? | Indices| a 
Z 49 440771 vw O.3974 243 の hh 4.20 
2 51.67 m 04142 | 2.12 4 200(B)| 4.24 
3 58,08 Us 04618 2.09 4 200 4,18 
4 77.01 m 0,5944 | 148 8 220(B)| 4.18 
5 86 44 Us 0 6552 1.47 8 220 416 
6 93,17 zw 0.6961 | 1,26 11 I113(B)| 4.18 
re 98.67 vw 0.7280 | 1.21 12 222(8)| 4.20 
8 105.87 w 0.7675 1.26 LL 118 418 
9 112,56 72 0.8018 DOL 12 eee 4.20 
10 | 120.25 vw 0.8380 | 1,05 16 400(B)| 4.20 
rl 142.26 2 0.9230 1,05 16 400 4,20 
12 146,46 w 0.9358 1,03 18 330 436 
mean 4,20 
第 六 表 
MgO and CaO (Dolomite heated at 1000°C) 
Indices ae 
ae of 2] 7 sind d sre 
ine | (corr) MgO | CaO | MgO| CaO 
1 45.48mm w | 08670| 2.39| 3 |111CB)| + G15 Vacant: 
2 49,78 w 0,3998 | 2,42 BYTE Ay sascce “19 | wrreee 
3 52.03 vw | 0.4168 | 2,10 4 |200(B)| ------ 4.20 | 100 
4 57.89 $s 0.4605 | 2.10 4 |200 | aneree 4,20 | -s0000 
RR 66°68 vvw 0.5235 | 1.68 SUG 22Z0(B)| ------ 4,75 
6 74,15 vw 0.5752 | 1.68 8 aveees AOS NN) odsne 4.75 
7 76.90 vuw | 05987 | 148 | 8 |220(B)| ----~ 4,18 | -+o00e 
8 86 44 m 06552 | 1,47 SOQ ON | ieee A ee en 
9 89.18 vUuw 0.6722 | 144 LL  |-+---- LIS | -weee 477 
10 112.26 w 0,8000 | 1,21 L2 1222 | = #18 | osee0+ 
11 186,45 vvw 0.9035 | 1,07 oS AO Es 4,78 
mean | 418 | 4.76 
= 6.36A, = 46° 6! (calcite ) 
a, = 5.61 A, a = 48°12! (magnesite ) 
CHADS, BOUBRE AOI O AE Visas, MOMEBRE KO SEU 


た quadratic form (Q-d) 
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form (Q-I) EDM L EABCHS. LOMB を 行 つ て 表示 し た も の は 

BRAUGMRTH Bo MRICM TMAH & 0 SE Lt quadratic forms 
が 全然 合致 す る 場合 は 廻 折線 間 の 距離 の 小 な る 方 で , 大 な る HCL BR 
以下 二 位 で 2 roid dh SDKBAKT So 

白雲 石 の 粉末 宮 邊 に 就 い て 同様 の 取扱 を 行 つ た も の が 第 参 表 で ある 。 本 
MOANA Ca で , この 計算 に 使 つ た 格子 恒 敷 は 

a, = 6.664, @ = 47°30! 
で ある 。 表 に 見 る 様 に Q-d と Q-I と が 相 党 に 良く 合致 す ぁ る こと は , A 
資 験 に 使用 し た 粉 末 確 物 が 白雲 石 で ある と 言 ふ 有力 な る 詳 明 の 一 で ある 。 

方 解 石 や zo00° で C に 加熱 し て CaO の みる に 和 有 ぜ し め た も の の BEDS 
a を 算出 し て 見 る と 第 四 表 の 如く , Halt 4.77440.013A で ある 。 
この 値 は Bragg の Atomic structure of minerals に 奥 へ た 480A と 能 く 
合致 する も の で ある 。 

BB 1000°C に 革 し て ペリ クレ ー ス を 生じ た も の の BAIR 
て , 同様 の 計算 を 行 つ た も の は 第 五 表 で ある 。 @ OP WiGlk 4.204 エ エ 
0.0754 で ある 。 Bragg の Atomic structure of minerals (= Ha~ te ee 8 & 
CAUX—-ETF Bo 

HEA 1000°C (“WALK LOOBReILAL htt CaO E MeO & 
ORIECHALLPWDCHS. LCOBMIcCRW TCHHLK dit CaO と 
MgO と に 相 党 する も の が ある 。 こ れ 等 の 開 係 は 第 六 表 で 明か で ある 。 

安 す る に 折 雲 石 を 一 気 礎 の 下 に 加熱 する と , B—-RKEC CaCOs』 は 方 
解 石 ) 44& の 0 は ペリ ク レー ス の 結晶 贈 を 形成 し , BORE C CaO hh 
卓 系 の 結晶 を 形成 する こと が 以 上 の 定 験 で 明 折 で ある 。 こ れ 等 の 結晶 の 恒 
敷 は 上 に 記載 し た 所 で ある 。 


ATTIC GEA Le RAO — ABIL A AREAL SH QPS YEE BIC RH 
THEHERNO-BCS 3, WKBL CARICHM ERT 30 
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OF 3 HH Mm HK 


RR ABARAT PS NE RE RU RES EE 
KEE TREE BO FBR ICT 


= 


sees qh AE Oa 
mas 高 根 MB 利 
Mes 7 内 


3k 
We 


i = 
FE BRPLACEB HEMT b AE) 2 AGEN IC HBL e RCo 4 ROME 
DES HS. MA CHB LMA CHS HBL? [hOB REO 
SDB CTO, REUIBG CHS EWI Siri. HH 
DS OETA SABA? DILBERT OT, 其 結果 Gr = 69.73 % 
And = 21.59%, Py = 589%, Alm = 2.67%, Sp = 012% CHS EBM 
て 居る 。 RUTLOMBRORED 線 的 及び 光 典 的 研究 と 一 致す る か 衣 
か は 後に 輝 べ る 所 で 明か で ある 。 

余 等 近 験 に 供し た これ 等 標本 は 長島 乙 吉 氏 か ら 筆 者 の 一 人 (S. KB) に 寄 
典 さ れ た も の で ある , 次 に 記し て 同氏 の 厚意 に 調 し 深謝 の 意 を 表す る 。 


1 PRESB KRAABA 
AMOWBRX GER eiOK. HBOAK AMM”? LMC, X 線 源 は 
OME CHA GS, ox IORI 30.25mm, BAI {v4 LOM BE 
HM OFSMPANIEIL CRMC AH So 


1) WASHERS, WH-o4s, 127 A, 昭 5. 

2) 同上 。 

3) BARWERS, 1B, 33~ 35 頁 , 昭 14- 
BADR, TA, 123~125 頁 , 昭 14. 
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et, 


定 験 の 結果 XMHKAA LOM MMO TWEE L, それ に 補正 を 
Hi LI 4 OX BSROB MI (2lcorr.) (BN ERLO % 4 2 BE 
JAO CSE Ut HOTA CO) を 第 三 縦列 に , & OER % Hs MEF (Cac L 


PERERA 1 Tf EMR fe REVERB A © HEF PBC 


第 


ks 


表 


No. Oe 0 sind 
1 39.64mm\ 18°46’ | 0.8217 
2 44,40 Phe Carl 0.8589 
3 49.01 23 12 | 0,3939 
4 62.89 29 47 | 0.4967 
5 75.14 85 85 | 0,5819 
6 78,51 37 11 | 0.6044 
7 84,73 40 7 | 06444 
8 97 48 4610 | 0.7214 
9 | 100,78 47 42 | 0.7396 
10 | 108.85 49 11 | 0.7568 
Cie et12.10 538 1 | 0.7988 
12 | 227810 60 11 0.8676 
13 | 180,72 61 54 | 0.8821 
14 | 138.44 65 33 | 0.9103 


DF Indices Qo Intensity 

16 400 12.03 A mM. 

20 420 12.19 Vv, 

24 422 12.03 mM. 

38 | 532,611 | 12.00 v. W. 

52 640 11.99 mM. 

56 642 11.98 Diss 

64 800 12.01 Vv. WwW. 

80 840 11,99 m. 

84 842 11.99 mM. 

8&8 664 11.99 w. 

98 853,941 | 11.99 Uv. wW. 
116 | 864,1040| 12.01 s. 
120 1042 12.01 Ss. 

128 880 12.02 iss 
12.02 


た 。 第 五 及び 第 六 縦 列 に は 夫々 WRAP RO HERERO, これ 
ek O SEM LAS FRC CHICA ho CORRS 4 ESRD 
WME LC LORE ERD HECK 6, 最小 11.984 か ら 最 大 12,194 
kCEML LTR So MK UTEKBE BRO FH ROAGHE AKO 


で ある 。 即ち 


a, = I2,.024 + 0.03A 
REIGIBEO a \-HtL Menzer の 測定 値 は 12-034A で , Stockwell の 
値 は 12.040 A, Fleischer の 値 は z2.0454 で , 皆 余 等 今回 の 測定 結果 と 近似 
の も の で ある 。 こ の a の 値 か ら 見 て も 中 津川 産 放 潤 本 格 石 は 其 成分 が 純 
ED. And に 近い も の で ある こと が 団 は れる 。 
HOE 筆者 の 一 人 (T- T.) AAO 7 y <2 BECREL I: 
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が , 其 結果 は Md = 1.890 で あつ た 。 MBLOMBHOME? か ら 成 
分 を 算出 する と; And = 98.50%, Alm = 1.00%, Sp = 0.50% で ある 。 
この 結果 と Ford ON LMR RAD 6 AMO MASI LCHLS & 
Nov = 1.894 と なり, Ford の And OPAAENE TAR (1.895) よめ は 0.001 F205 
小 で ある が , MBM LIMES SL 0.004 の 差 が ある 。 

Fleischer の a, DHWILHBBE CHAS LOL SNES. REMAN 
物 も 純粋 の も の を 注意 し て 選 提 し て 居る の で , これ 等 の a Olt eRe 
と し て 控 用 し て も 大 差 な いも の と 思 は れる 。 それ で 今 中 津川 産 の も の に 就 
て 化 府 的 混 比 か ら a を 算出 する と 12.044 で , RESO AWM t BA 
ど 和 等しい 。 こ れ は 偶然 の 一 致 で は ある が 叉 色々 の 方 面 の 測定 が 優良 で あつ 
た こ ょ を 示す も の で ある 。 

比重 の 測定 は ピク ノ メ ー タ ー を 使用 する だ け の 磯 物 の 量 を 有 し な か つた 
OC, 止む を 得 ず Westphal balance を 用 ひ た 。 こ の 場合 は 重 液 を 使用 す 
る 方 法 で は な さく , BIB K 2 EAT SHIECH Bo THK 前 者 の 如く 極め て 
WS WDD CLES AATBEC A 4 falc, 約 0-5~0.7gr Osi dh 1 7526 
{8 eA Ut o ICME PICE EIS FHL BME OM RICH 
を 奥 へ る ぁ る の は 勿論 で ある が , 余 等 の 場合 は 止む を 得 な か つた 。 其 結 果 は 
G at 42°C = 380 で ある 。 

HBL OLe aOR t Ford-Fleischer fl~ t: F4E BD 6 AGB 
石 の 比重 を 算出 し て 見 る と GC = 3-842 CHS. And HFOAD GORA 
物 の 標準 比重 は 3-835 と 推定 され て 居る が , bHOR MED © ORME E 
OD LS BVO And 分 子 中 に 比重 の 大 きい Alm 及び Sp 分 子 が 少量 
混和 し て 居る か ら で あ る 。 宣 測 値 が これ 等 の 値 に 比 し て 笑 か に 小さ い の は 
試料 が 比重 測定 に 充分 適し て 居 ら な か つた か ら で あ ら う 5 。 猫 今回 見 出し た 
a。 の 値 か ら 算 出し 得る 比重 の 値 は 後に 記す る 和 欄 で ある 。 


1) SiOz =35.36, TiO. =0-01, Al203 =0.07, Feg03=30.89, FeO=0.42, MnO = 
0.11, Ca0=32.96, Mg0 =0.05, NagO=0°44, K20=0.05, 合計 =100.47 


本 18638) SAR DR K S ie 242 


BARFRODFR HBL? OLEYMOMBED FbKODTA IG Bar 

Bo 即ち 
(Fe, Mn, Mg, Ca)3 (Al, Fe)s SiO» 

この 中 で Fel MUTICT = NAT 579 

及び TR FEU 262 386 
で ある 。 克 に 上 式 の 分 子 量 (CM) は 507-37 で ある 。 MWB CO), MHA TO 
ARE CV) MOVE CH D6, z=ー 童 - mp PS BALM T POD Thee 
算出 する こと が 出来 る 。 z の 値 は 比 箇 3.80 を 用 ふれ ば 7-88 と な り 0, 3.842 
を 用 ふれ ば 7:97 と な る 。 何れ の 場合 も と する こと が 出来 る , 即ち 上 記 
の 化 幌 式 を 有する 8 個 の 分 子 が 辻 位 格子 中 に 存在 する こと に な る 。 今 この 
結果 を 逆 に 使用 し て (z=8 と UT), 比重 の 値 を 算出 じ て 見 る と , 3-556 と 
な のり, 定 測 値 よ り 造 か に 大 で ある , これ は SALW KH UOR 
CHV) ON LHL LOL AIMISNS CHS. 


Il @H2EBRBERS RSA 
BFR AMMA LIX MAB TELE < HIB OWS 2 a 
FRG RIL AMAIA し た 。 AT ERO FYE RKORCH Bc 
Ao = 15.92 A+ 0,03 A 

EAO—ACT. T.) LAUR OAR eB t 7) AAECHIE LTE 
Wi, 各々 1.805 と 1.806 CHOK. RYH Westphal balance で 測定 し 
た 所 3.97 at4°C で あつ た , 勿論 この 値 は 不純 物 及 び 其 他 の 影響 ある も の 
CHa k OMIADERSEDCHSo 

DEO BBD SAL-OLEGMERO RE? と 調和 する か Bd KWL 
0 

- BARE OSD HRD 6 BORER 2 EIN 4 L, Gr= 86.98 %, 

1) 前 出 。 


2) SiO2 =38.92, TiOg =0.04, Al203 = 15.98, FegO3 = 6.89, FeO =1.33, CaO = 
35.57, MnO =0.06, MgO =2.06, }43=0.59, 22h = 101.42 
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And = 21.34%, Py = 8.47%, Alm = 3.07%, Sp = 0-14% で ある ぁ る 。 SZ 
の 成分 比 と 上 比重, JFMEROWRFRRORMA SHE T, Lom JA pTas 
ES wx 表 
FE ARA TRENT HSE BEN BS HB 6 ZO — PRR 2 REF 


Noy, 5, eer 7] sind She? Indices do Intensity 
1 39.90mm| 18°54’ | 0.38289 16 400 11,94 4 m.. 
2 44,91 21 16 0.8627 20 420 12.06 US 
3 49 46 23 25 0.38974 824 422 IRI VU. WwW. 
4 63,37 30 O 0.5000 38 532,611 | 11.92 Ww. 
る 75.79 35 53 0.5861 52 640 11.90 mM. 
6 79.07 at Oh 0.6081 56 642 11.90 Ss 
7 85.63 40 33 0.6501 64 800 1190 UV. WwW. 
8 98.74 46 45 0.7284 80 840 11.88 w. 
101.95 48 17 0.7464 84 842 11.88 m. 

10 129.04 61 6 0.8755 116 864,1040| 11.90 Ss 

LT 132.78 62 52 0.8900 120 1042 11.91 Ss. 

12 140.95 66 45 | 0.9188 128 880 CLIT Se 

L192 


BORER 6 LEBBRORTCHA, LORICKIMROBIC>S A 
OREO AME 2 Ika UT 0 


第 = 表 
3.62 calc. 
Gata — t 2 
3.67 (0bs.) 
I-770 (calc) 
Np = | I.805 (06s.) 
I,806 (obs. ) 
11.84 A (calc. ) 
2 ts hes A ( obs.) 


Ford, Menzer, Sek ell 及び Fleischer’ ORV, 比重 及び RTH 
BLA & REVO © rE OME SRE EO ’EKTHASo MS 


1) oR, Ha, 216A, W138; BAZ Cth Ol oMtVicHc And= 
2.835 と ある は 3.835 ORR, 


cy 
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IL BBRSRSL, これ 等 三 性 質 の 何れ に 於 て も 計算 値 よ 0 資 測 値 が 大 で 
ある こと は , 化 退 成分 比 の And BF Gr 分 子 に 詩 し て 過小 で ある と 言 
Bee Nate Die 

& And 分 子 と Gr BFL ORED 5 ts STIG PIES Ot, 上 記 三 
習 費 の 計算 値 は , Go = 3.68, Np =1-815, a, = 11.944 Ligdo これ 等 
BB AWM LMT A LSA KCH SD, 同 表 計算 値 よ り は DIC 
WUD LOCH So BKICA UIE OERAD And 及び Gr DATHA 
場合 は , And FLD Gr DFE OZ YRTCH S & -B AW ICIEO <¢. 
の で ある 。 

AHN EAGAN IC Ik CET SOHN Py = 8.47 9%, Alm = 3.07% 
DAES BS EMME AMIORS HCH So LREOMAAY RCH OR 
CAS DHMERME (GL BBL BIL KCHA So FLUE LBD 
合計 12-54% が And 及び Gr 中 に 混在 し て JUMTAS, 比重 及び MFI 
BOR ES BS AORBNE ¢ ELUS SRA OMAR S S ERO 
CHS. 

And = 44.25%, Gr = 44.21%, Py = 8-47%, Alm = 3:07% 
GC, CRD CFM URDEBERAKOETCH A; 
Np = 1.806, Ge = 3.97, &@ = 11,89A 

BD ORF ERICH T 0.03 OFDAAOACHPAE BLAS MES 
ある 。 MIC CNG WEMEAD 6AM OLB % 推測 する と , HEAR REL 
EDR THK O-BABOR BRO L TAIL ICRA 

要する に MNS EG A Ik BRO BIB GDF 2% HY 10% Bt KK 
BE IRGUAIA LEE STLZD CHS 


AZ IC HR LE RAO Mit BHO —A GS. Ka ARS RMS  — DEB 
BER CLCRMINRKHARE SSR LA, 施し て 同 食 に 謝意 を 奏する 。 
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5827, モル デン 沸 石 の 文 線 的 研究 Way- 

mouth, C., Thornely, P. C. and Taylar, 
W. #H. 

ラッ テ 及 び 振 動 X MAMIE 撮影 る 
Hie, ATRL BG ROW SA L, 
ao=18.25, bo =20.35, co=7-504A DEL GE 
格子 中 に 4 分 子 の (Ca, Nag, Ke) Alg 

"SizoO2a TH2O を 有する も ゃ の な り 。 FA 
群 は D 品 =Cmem 叉 は C=Cmc の 何れ 
か に し て , 焦 電 無 性 を 検 し た る BRAK 
WER BLAS Cd chic MELAS SD 
BON, MALMO AKO Ril 
基 と する も の な る さ ベ べし 。 (Min.. Mag, 25, 
212~216, 1938) う 竹内 

5898, スチ ルプ ノ メ レ ー ン 局 磯 物 Hut- 
tony C0, 

箋 者 は New Zealand, 西部 Otago icf 
FS CM ERA OBIE, THE, 草 
BA, #h A, BEA, ASE, BOS 
tdtic stilpnomelane BOR? BT Sd 
ch & BL, BABA, Je, 1 
i, Boy, X PWT eT O RA WIAE 
KRY Otago Price ee wa 
CHAM E Se HICSS ferrostilpnome- 

Jane 及び stilpnomelane に 近 き 二 種 類 存 
在 し , 薄板 次 集合 体 を な し BES BOK 
BRKRG EIT. BAMHO a= WR 
i, 8=1= TER 後者 の o= HER, B= 
y= 278 BEL, PERE の TB 


8 抄 55 41) 


Weal, RAS «=1,551~1.625, 
y=1.594<1.735, y—a=0.0483~0110 0 
eRe ty, 分 析 結 果 を wae ee IS 
れ ば , SiO248.03, 44.99; Al.036.48, 6.99; 
Ti0 20.23, Fe,03412, 3167; 
FeO 22.88, 1.29; MnO 2.67, 2.57; MgO 
4.94, 2.89; CaO 0.83, 0.36; Na 20 nil, 0.39; 
K 20 0.83, 0.87; H2Ot 6.90, 7.94; H20O- 
2.64, 0.44; total 100.56, 100.40, pee 
(SAS DRY IC BAS S BL MTSE & Lee 
TERMIK ZA tt UY. (Min. Mag., 25, L72~ 
206, 1938) (AFA) 

5829, California, Borax Lake #9 
fe% Teepleite Gala, W. A., Foshag, 
W. F., Vonsen, M. 


trace ; 


California, Borax Lake 産 の teepleite 
は NayB,O,4. 2 NaCl. 4H0 #3 {EBS 
成分 を 有する ERMROMMIK LT, 光 
FAVE Ait PER, IRDA ©= 1.503, 
©=1.519 な り 。 MR H=3-3.5 see 
G=2.076, HAGLER F Mit ap = 7.274, 
co=4.84 A (Cy: an=0.666) た に し て , 形態 
FLAQIC (RI S HhAS a:c=1:0.6690 2% 
ん ど 一 致す 。 AMR Dn な り 。 A 
に 件 ひ て 産出 す 。(Am. Min. 24, 48~52, 
1939) CRP 
5830, イネ ス 石 Glass, J.J., Schaller, 
WwW. T. 

Washington 洲 Quinault より 新 し 《〈 産 
出 そ る 含水 マン ガ ゲン, カル シウム EES 
TEKS A KANOKPERO KE RT 
Kihu CHE L, 他 の 産地 の Anis t He 
Bev, MPA «=1.616, B=1.641, 
7¥=1.652(+0.001) に LT, 光 軸 角 は 2V 
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=T4° te 0, ZAc=29°30’, YAc=60°30! 
DBE VAG Mohs t Uc, 15 
SiO。. 3CaO, 11MnO, 10H,0 #72 Vg 
(Am. Min, 24, 26~39, 1939) - KI 
5831, Hanksite の 化 學 成分 , 2B 
及び 買 位 格子 Ramsdell, L. S. 

Hanksite Ot Aka et UC kid CHE 
載 さ れ た る 式 は 4NagSO3. Na,COg な 
り し る , その 後 9NajySO4; 2 NasCOs. 
KCl が 提示 され た り リ 。 筆者 は この 後者 の 
正しき を 知り た り 。 本 確 物 は 太 方 品 系 に 
属し , HGR MBI ao = 10.46A, co 
= 21.18A に し て , ZLURDE 3 ipAs 
i c/a = 2.02 な り 。 空 間 群 は C8 eit 
Cén の 何れ か な リ り Yo.(Am. Min, 24, 109 
~115, 19389) (KER) 

5832, FAARBAOCIRYP Bik 
Trostel, L. J. 

AALPEE LF RY A OPCW OR 
WARE TSE, DEATH D 失 品 右 成 分 中 に 
TTRYSTRBAARE UCTS CLE 
Bev, Commitee, IRS, 覆 
FiBme Rinse t MgO と を 結合 そし む 
る 前 後に 測定 そる 結果 より 確 護 せ られ た 
Yo (J. Am. Ceram, Soc,, 22, 46~50, 
1939) CAF P33 
5833, 7keRO ERIE Bond, W. L. 

KihO Sb Ww Bio file &H~S RH 
水 品 の 中 空 の 御 球 を 作り , その APTS 
まく 研 魔 し , 折 球 の 内 面 に た は ペラ セン を 
ODT, TROIS Uc 約 一 時 間 
麻 触 せしめ て 生じ た 人 触 像 の 形態 を 精査 し 
36 種 の 人 鯉 像 形態 を 検出 し , 各 鯉 像 の 牟 珠 


上 に 於 ける SAO ABER BAe し 


THLE, 又 触 像 は すべ て AGB a a 
し て 拠 げ て ある が , 此 等 の BALTS & 
め に , 水上 品 球 は どう し て も, 中空 に する 
WIERD S_ RSS HRIK AI kL SHO 
BAO ke OPW ARR Cte, kw Rie 
が 出来 な い 。(Zeits. Krist. 99, 488-~498, 
1938) CRLF] 

5834, 硝酸 ナトリウム 結 品 の 多 色 性 に づつ 
いて Mukhopdhyay. B. 

HR b VY AH ED EDM RE Ol) 
定 を . その 3000 A OMBMAPO HK 
いて 行 つ た 。 三 圭 要 振 動 に つい て 最大 中 
MILK H 29608 DOL UBZCHY, c ih 
ORM CRT SHCA E ORD 
FMRI (AMit 1200 CHV, Hic Bie 
に 振動 する 光 で は 16000 で ある 。 lho 
WMH AD NOZ イキ ォ ン に 依る ゃ るみ 
CHV, 且つ 此 等 の イオ ン は 互 に だ 企 行 に , 
c Hic FEEL IC MUA SCH Sd 5b, b2E 
OWis RRA MANO NOZ 44 vy OF 
Wickit Bit, その 平面 に PSkrH 
MICRA TS SKOR 4 + YOM Re Ze 
WFTLIK US. GZeits. Krist. 100. 
308~315, 1939) CyeBSeTD 
5835, teen HOMS. TH, PEEL, 
楽 田 筑 一 。 

閉 者 は 結 品 癌 光 の 強 度 の 比較 と 定量 し 
5 S Fee (CHS CUS, Fk mA OFF 
meee We L, 最も 強 き BEB 
RPE ETRE Vo Bk mE RA HE 
より 冷却 に より て 析出 する 結 品 が As4 
Og RSME LMG L X BUR xD 
THE 0 , HEA HRT O48 ih BEN DPR RE L Ys 
FRE & OBAGRE RD te UV WHS PR OS Y 


線 247 p> 
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Yrs, RRR バリ ツ ム 。, REO 結 品 
光 に 開 す る 著者 の 解 氏 を 試み た とり 。( 日 化 
60, 157~161, 昭 14) 〔 待 場 〕 

5836, kU ARRON IFLA, 園 
mie, FR AE 

AGE (LHe hh © WEI FES BEN Bb 
YRRBKEATIMOUZEAN bre 
OMICS Migs BEL, chbo 
ZU IC LCR LEME MER VY, 
HS PIC eI EM LS by RBH 
PEP ASE IC bY RENE te SB & HE 
UNE DE SWABS V — 終り に 著者 は ト 
) REKOAEIC WS 5 SHO MRE & dh 
Xt UGCA: 4b: 60, 149~156, WB 14) 

C 待 場 〕 
5837, Montmorillonite の 結 品 格子 の 
制限 Hendricks, S., Ross, C, S. 

Montmorillonite % UZ IC BARS 3 Hick 
BED D Hi ASF © HO AKRE & EP MOT 
iy, X PRBRUT hb OKABE L Y 
論議 も り 。 EFEX U tere 3S URE Sg 
々 の Montmorillonite 結 品 多く の Alu- 
mino-silicate の 層 よ り 成 り , それ ら の 麻 
は て 001) KY ORM e Ee 3 WIAIK 
於 て は 互 に 規則 正 US BEE etre YO 
CZ. Krist., 100, 265~271. 1938)( #8) 
5838, NaAus の 結 品 模造 Perlitz, H., 
Aruja, E, 

本 填 験 に 使用 そる 試料 は Na と え ペ ク 
ト ョ スコ 必 ー に て 純粋 と 決定 し 得 た る 
Au £& USGL Cie SE OIC LT 
Nass,sAuss.7 な る 成分 を 示し Mg Cus 弄 
OHisik & BFS Na Aug 結 品 に し て Na 
は Mg の 位置 た Au は Cu の 位置 に あ 


り 。8NaAu を 含む 単位 格子 は 18.4°C 
に て as = 7.78794 0.000238 KL, 
cquk USMS Slewls p=11.66 KL 
て , ABH S% Old p = 11.57 V5 
te & RADE EB O BAR 
Heit NaAu, te 3 RIOR ICH - 
La =7.77 A te BBL E MAK, 
と れ ら の 事 辻 は, 本 化合 物 の 均質 域 の 人 金 
BCH UM ORS EO Hy 6724 FA 
FILO BIKES SCL EMV LE 
Diligg OP ABA VU t ORES BIE 
20°C に て , ao =4,07001 + 0.00003 A な 
Y_ CZ. Krist, 100, 157~166. 1938) 
CAR 
5839, 粘性 結晶 中 の 格子 振動 Lyddane, 
RL erzteld Key 

Aza ac CHS Tid NaCl 型 極性 結 品 の 三 
つの 振動 に つき て 研究 を な せり 。 そ の 主 
目的 は Madelung oO RYE LHI LC 7 
BAWOMBERTSICS V6 MihatHo 
WBE be AERA & RE L, 
Ley AA HMY VU, Ch HED 
閣 果 長波 長 の 場合 に は 音波 域 に た て は 落 流 
CHG SS OoORe Wi LZABorn 
DE LET 9 KARATE D BAIS TC UE this 
ho 4r/3 倍 の クー ロム Re ATS = 
> OGRA SST Lid Born の 
ML —-ELL, BK ft 一 8x/3 億 の クー 
BAA LAT SHEE GIR YU RE 
BIC WS CVE DIKE F WE — MEIC BR VC 
横 波 と ゃ 終 波 と も MES SEES, し か し 
HEEL Yk oD FL IC HSC XE ~Y MPL OPREIC 
BL CAMO EAT SUHBRR 
せり 。 更 に 中 性 の 単位 方 格子 を 老 穴 し , 


Natg.5Augs.5 


TT 


Hb 5844) 


at Rh RR 
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三 っ の 振動 は D= 〇 な る 特性 を 有する 
CLEMEV, PHOBROGEE ima 
st), (Phys. Rev. 54, 846~861, 1938) 
て 高根 

5840, Na RO FIER Arya, E,, 

Perlitz, E, 

Na 4 /hOMPLET & 再 検 し て , それ 
が 立方 唱 系 に 属し , 20°C Kec 
4.282) + 0.0005 A な る 平均 値 を 得 た り 。 
X 線 資 料 を 用 る ゐ て 計 邊 せ る 比重 は p== 
0,9660 な り 。 BARRIO RAT We 
は 従来 Na HEAR ICUS bavite OHH NHR 
EXC MLV, BIEL BIC 2 
FO Na を 含み , 立方 体 心 型 に 結 品 す 。 
(Z. Krist., 100, 104~110. 1938) う 〔 高 根 〕 
5841, 酸性 硫酸 加里 (KHSO.4) の 結 品 
Be 織田 三郎 。 

KHSO4 Of fhe ER LKOM MB 
WEE TO, & OFF FL78 Rhombisehe 
Holoedrie C)JS SCL EMME VSG tb 
重 を 測 室 し た る に di’ = 330+ 0.001 
Eke Uo X MUU Ah SE RB LC 
KHSO4 Off Gh IC BE ROG REY 
た り , Wb ARE SHLD AEF IK 
Lc, FEF Met a=8.46 + 0.02 A, b= 
18.86 + 0,02 A, c =9.78+0.018 な り 。 
LELAND IC ZES\ KHSO, of 
は 16 UV, RICE TS ~ & ZEA REI 
BLE CHEV Ck, 60, 162~169, WB 
14) 〔 待 場 〕 

5842, @-Glycine OBMRFLE LER 
Ksanda, C. J., Tunell, G, 


ag = 


lgr glycine を 10cc の 水中 に 深 し 
ZEKE CRM LOS, ZK U%O=F 


* 


ルル アル コー クル Wee を 加 へ て 生じ た る Be 
glycine OZR HK Os, X- 線 研究 を 
{TOK V, BBR, 特に ga-glycine cH 
tex SSHHERE VY. COMP MRCH 
FS HAMA F DAI IL ROM Le 


ao = 5.07 & 
bo = 6.23 A | +0.01 & 
Co = 5.37 A 


B=113°27/+15' に UC RAW 3 fh 
B=113°2N 45 に よく 一 致 そ り 。 そ の 
wR Ht ChーP2:/m 及び C3 —P2 の 
Mar ICES. その RAIL « 1.490, B 
1.608 y 1.652, biaxial() な り 。 (Am. 
J. Sci, 35, A, 173~178. 1938) ( AAHED 


BABRAUB 


5843, FRRA-BiR-SiOe% Schairer, 
J. F., Bowen, N, L. 

FI A-BASiOn ROMA & 
表 及 び 三成 分 系 剛 に て 示せ を そり 。 三成 分 
の 化合 物 は 存在 そ すず 。 Ow ternary 
invariant points が 存在 し , — Did EB 
に UCAS = RSE REBK  U BH AQ 
field (LE RDPROKM DE hd BHA & 
2% UP SAF SMSBARKHECLE 
輝石 は 初期 相 と し て 出 づ 。 分別 結 品 作 用 
に 佐 り 残 溜 液 は K- 長 石 と 石英 の 混合 成 
分 に 近接 す 。 2 RAB OMA HT 
ZR AMF L SiO2 の 二 成 分 系 の 答 
HiZe & MeV (Am. J. Sci., 35 A, 
289-~309, 1938) 河野 〕 

5844. アフ リカ Rift Valleys OF 
& thigisia Bowen, N. L, 
アフ リカ Rift Valleys に 於 て は 十 年 前 
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3S (a HO PARLE & ME © HEEB IRGy L OPBJic 
—/Z OBAABN ち 西 部 Rift Valley (rsa 
の compressive stress の 結果 成 生 され , 
KiKcHS SIA EVD, 東部 Rift Valley 
は tensional stress の 結果 成 生 ミ され Na 
KB oIBB EES. LEA~bDHESR, 
現今 に た 於 て は 匠 の 如く 簡単 な ら ず , 研究 
の 進歩 の 結果 Rift Valley fii fill o KA: & 
AAS } Hs ICHMT o RS (HY, 燈 
4a OAC & HW HE L EPPA 3 
事 に 適 営 な る 基礎 な き が 如 《 見 ゆ 。 之 に 
加 ふ る に 燈 岩 の 最近 の 研究 は 西部 Rift に 
K, 東部 Rift に Na の 多量 な る 一 般 人 順 向 
に 多く の 例外 の 存在 する 事 知 られ た り 。 
Bl © HRI RA (LPG Rift ic K に 富 
DOBRBOZ*XIBENOCoO HM, 
本 間 題 に 闘 し 論議 し , CAE Rae 
Rift Valley 3b AHEE & OREIRK 2 BA 
Fic & HER PRA V OCAm. J. Sci., 35A, 
19~33, 1938) Cyaf EF) 
5845, 北部 アイ ル ラ ンド Mourne 山花 
Mize PORKAE Nockolds, S. R., Richey, 
EE 

FAAS 3 ETA RA PIC ILA 2 3 Mo- 
urne [1] 55 = 4076 fig BAIS (ED IC ROR 
TA SAM IVR, HMOAMRe ZH 
入 に 分 た れ , RURACEEAUYL, KH 
首 又は 視 色 の 塁 雲母 , AANA, BBOA 
英 , 草 長 石 一 灰 草 長石 , 微 マル ト RA 
LC, MC Ose fd At WB ORB IC 
XT SAKIC KL VAD S. RHR 
Bice CAH k Fersman HOB S 
花 議 岩 の 冷却 中 に 適 座 せる 事 を 指摘 し , 
更に 多く の Siderophyllite を 含む 主 な る 


岩 種 を 研究 し Siderophyllite 4, 885% (4 
H4KgFegAl4SigOu te 3% 2 LUHR 
WORRIRIRA, 魚 眼 石 を 含み 更に 鐵 
に 富む 線 泥 石 は 分 析 上 daphnite z% 3 ae 
を 確 む 。 (Am. J. S, 237, 27~47, 1939.) 
CARA 

5846, ARO BAKE IE Schwartz, G. 
M. 

ROKBE DS ( ORR ILF ILIKE BB 
一 般 的 弧 括 は 1915 SRY ARR 7 HERS 
To BOKEAIC KR 3 Shs A, TER 
DBROCBYO’OKULT, ARB 
KXBMEIC LUM ABRIh, HAORik 
BOSE SL PES © BBB IC し て , 球 化 作用 , 
草 長 石化 作用 は 新鮮 な る 外 癌 の ゃ の に 生 
Vo 岩石 が 表面 に 蝶 さ る ヽ 時 に 赤褐色 を 
EDS S(t ORES OTBILIK (RS, BURR 
(ODBC IC BRET SHY Ete SHED 
LIK, MBE, PRVEA, KEE, 炭酸 協 
TR RRC VY RUSH SYS RB, 
IC LC ey BAT IC HERE Me S ULHRA, 
AA VY, RRA, BEY, wea, FEB 
A, ‘ERA, BARS OBMEDE Te Vo 
BOK EA D4FIC Wd te 3 PRP t HARE, 
HSA, AEA, BA, HVEAREIRA & 
BU ABTZEICAO Lotte Sk MeO 
平均 は Clarke の 平均 火成岩 と 根本 前 に 
Rin bo BUKEMLO ILC OAH oO BY 
(LEER, SERIO LE MU, 酸化 第 一 及 
筑 二 鐵 は 稽 多く 減じ 更 に 苦 土 , ARRAY 
SERS LDL, NBR AA 
(x39 hn & AWS 。(Buil. Geol, Soc, Am. 50, 
181~238, 1939) CHR )3 J 
5847, Labradorite-Hyper-Oranite 


抄 60C46) 
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Goldich, S, S., Muilenburg, G. A. 

Missouri 州 Mount Devon » Hit(pE 
HORA BEI, 時 に .2 時 た に る も 及ぶ 大 品 
を な し , KK20 OAH UKE SO, 従来 加 
里 長 石 と 基 性 な る 終 長 石 と の 共生 な る 
oranite な り と 考 へ られ た り 。 即ち その 化 
ALE OXESLK VSL SIC Ors ¢ Abss Angg 
と な る 。 し か る に 筆者 等 の 研究 に よれ ば 
本 岩石 は 明か に 熱 水 匂 質 を 受け 長石 は 絹 
SHIBE STS. KK, FRAG 
MOP MEIC kV CALS oranite に 
FEF LC, KyO を 含有 を る 水浴 液 に ょ よ 
る 熱 水 作用 の 結果 , 初生 の 草 灰 長石 より 
BAL CEES LORY LOM ICES 
BU, (Am, J. Sci, 237, 180~134, 1939) 
CAAMED 
5848, 火 成 作 用 に 令 る 稀 な る 元素 の 集中 
[X#EL>T Zies, E. G. 

ASCP fits STR & AES S LWRO 
AEA 0.01% WRoOSOR BRE Vo It 
SE OD TORIES te S PEL O F ic 
於 て 集中 UMD CHALE © BIE AS 
る に 到 る 。 そ の 集中 方 法 の 一 は 岩 紫 分 化 
に ょ る も の に し て , WEORH tse 
SH, ZEVASS NRF TAA 
WIC US JE % {LO 70H t HSL CH LAR 
DeHT, CORAK tu. CRHRRD 
FEY Te BF e te Fit Katmai, Yellow- 
JEL DAY MIC HSC BRICK HI B tv 
ROPE V, HOR DHEA, BAC 
AAYAMER AS O53, Rite S70 Ae 
SACS IC REFE LC SS © BD HE ARR 
PICA T SYBt Vo CMBR HIC 
V, M, Goldschmidt 等 に ょ り 研究 さ れ , 


IC Bi 


stone 


“ camouflage” HELPED S% OIL TAF 
AK, 稀 な る 元素 を 得 べ き 方 針 を 示す ゃ の 
te V5 (Chem. Rev. 23, 47~64, 1938, 及 
Am. J. Sci. 35, A, 385~404, 1938) 
CAAMED 


5849, MiBORARRICOWT 
Sosmam, R. B, 


» Pennsylvania jj Fayette County je fh 
th OPES % IRB kD BRD DEED aE 
Ke bREV, BIOBsk 4~5 RE 

Lchkpert 8x12cm の 大 さ を 有 せり 8 
ZIMA ETO SIKH OBE OR 
れる 温度 は 520° + 30°C te BBP 
Yo AMES Lah Lt OH, Oo, Ne 
の 含有 量 ょ り Lowry の 推定 を る 所 た に よ 
れ ば 4409+ 50°C 2S, KE ERS 
THRILAMACA ~ IRO BA 3 HED UL 
度 は 600°C BHI~ ZT SXLE ORRICK 
洋 す 。 (Am. J. Sci. 35, A, 353~359, 
1988) CAAHE 
5850, BAO Th: U LRURRBEO 
EAR Keevil, N. B. 

Holmes (ij oni, ASI k UES 
TRA OF ike 207.21 o— xe 24h 
ELSCKL, VitE, Eas UGS 
る くき 鈴 の 原子 量 は 20710~207.21 wy 
の 種々 な る 値 を と ょ る BRK VY, Hiewese 
DI WH MLS OPLBHE K VAS BO 
に 非 ら ちず , も つと GROWM BATS 
Die VY &gti Y CEcon. Geol. 32, 763~ 
782, 1937) WIR, ARIK Bus C (LEB 
WO GMBS (HEMSLEY, PHS 
iB © 8h D AF at & APB ICR AWE 
heise S Higic#e 0 Th: U the eee 
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fl O VCE BOGE fa (CWE UT Re 
リ 。 そ の 結果 は 次 の 如 Lo 

Th:U 上 比 は 岩石 の 時 代 , 産地 等 に 開 係 
tPF UT GING ICH TE 3:3, 花 
fia (CP clk 2.8 を 示し , Holmes の 探 
用 を る 値 ょ り 高 し 。 此 の 新しき 資料 た ょ 
Y CRAM ORF EERE VIS 7E hg ae 
の る ゃ る の で は 271I~ 207.21, FRAO 
も ゃ もの で は 207.18~207.21 Lee Y, WOW 
は 最近 同位 元素 分 析 に より 決定 され た る 
BRASS DAF AIK fit TC ET Lb 
HL OSE LY eit Holmes o Rast & 
titties 

BABA) Bt OMAR LE VES B 

NE deals vic Cees 
Geol. 33, 685~696, 1938) (A AME 
5851, 岩石 中 の ラ ヂ ウ ム 定 量 法 に 就 て 
中 非 敏 夫 。 

試料 岩石 を 深 液 と な し て テマ ナチ オン 
eH, Ko PAHS WEL ZEV AE 
Y EPGICFES FF UV ADUERRY SS 
AR EAE LF SAE L L CHARA 
RAE & i toa BLE LIC HLS CHIE 
MAR 3 ic, FRI 13 個 , PEA 
DW 7 ICR & CO UWE OH RIL HG 
MORSE EBLE IC k SUES PPR SE 
MSRIRE IC & SUE ICE LR Cb re S fil 
を 示せ り 。 一 定 茎 知 量 の ウラ デ ウム を 含有 
SFSIFVAURERG, bIEORUEE 
YE BYE LAD KS, pele ee al 
法 に 於 て は 特に ラガ ウッ ウム の 逸失 は 認め ら 
れ さ ざり し る も , 革 化 水 素 酸 麻理 法 に ょ る と 
2d RA OWUANC IA CH MV OO IF 
YD SLES _ EFL S MBEAW ABR bt 


EVo FFU ARE 10-Mg Rag, 及び 
107 "g Ra/g OB ABRS FF Y 2 eH 
BASIE VU, 試料 約 20g & & YU Pe 
SEYARVEIC LU CHBRL ee LIME T 
測定 を 行 ふ と き は 測定 譲 差 前 者 の 場合 に 
Pec 2x10 ''g Ra/g, 後者 の 場合 に 於 で 
1x10“ g Ra/g 以内 に で 測定 可能 な り 4 
CH. 化 60, 126~132, 1 14)C 待 場 〕 
5852, SBICMF S ARICA T 
THAT Be, 

亭 潜 は 日 本 , 内 地 , 朝鮮 に SEL fice 
成 岩 に 逐 し く , 特に 深成岩 は 殆ど 存在 を 
FT. 即ち 主 に 中 性 , WEA OBICL 
CLOMUAIL DEM A, NERC, Hike, Et 
mideldaas ミ 
KA, Wa, Tv =v, RUA ¥ 
武 岩 及 集 塊 岩 等 に し て , 此 等 の 中 , Bit 
岩 と 基 集 塊 岩 , VINES UC KE 
ABZICRC LOR AA > BW 
ARE ICO & HBL Ze S FHM E BAK VG 本 
島 に 於 ける 火 成 活動 の 時 代 は 第 三 紀 以後 
に し て HSER, 初期 新 第 三 紀 , 後期 

新 第 三 紀 , 及び 和 鑑 四 紀 の 四 期 に 大 別 さ れ , 
RABBHOWA, WBE LY 特徴 付 
けら る 。 BRKARIEM & WHER 
SBR t ORI OBAR & im CY CAT 
4, 1~16, 1938) CAKMHED 
5853, (RMAC RRR OMBGICHTt 
Sapper, Karl: 

Je il] @ BEBE I BE L BERS © FESS x Ph En 
の 事 賞 な る が , ASHSC ICL ZI BA USE 
ZORWE ARE Vo Kitt SUEIC Ow 
ILD VER OFE SS (SVE BN SSETEIC L 
CHB (BET OKARIL, MOIR 


RVR, AX ba 


抄 62C48) 


BAR hy RK S 
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MR DEER IC 22 OBS ATIRGEIC BRS SB 
の な らん 。 ENSUE ICE C EB IO 
Fs, 温度 降下 が 起り 2 OGRE, BPO 


IKE) EB, BRIG ZEB IC FEES SB 水分 が | 


AMIE BL LCR LIBS AF S IC HI 
SLOLMHEX 535 KMICMOKAAM 
L&R ARO LOKRSEMLT, HHA 
WO dn ¢ WERE IK FORE RIIK HK S BERS 
2% OIrkw “ PRBE MER ”? (Ausbruchsregen ) 
と 呼び , He, 海中 叶 火 , Mit AKO © 
TER BE IC TK YC AEE S BG LAIR BS C Wasser- 
ausbriiche) な る #ERICAn Ze “ Ho 
降雨 "(Auswurfsregen) 2 #E L, Ibo pat 
2 finn VU, (Zeits. f. Vulkan. 17, 173~ 
179, 1987) CAACHED 


Sh RK EB 


5854. ニ ツ ケル - コ バル ト - 自 然 銀 硫 床 型 
に 就 て Bastin, E. S. 
各地 に 於 ける = ツケ ル - コ ベル ト - 自 然 
‘PM ORAREMELT, と の 型 に 属す べ 
き 斑 床 た は 共通 な る 特徴 の ある と と を 指 
dL, WHO Erzgebirge を 始 % 基 他 敷 
{TAO % OICRECH IR Vo UMOBER 
CARES 2 自然 銀 は 一 部 は downward 
enrichment に より て 形成 せら る よく も の る も 
あれ どこ ど , 大 部 分 は primary origin の も の 
な り 。 SMO % DIREC BER © RB & Ie 
MeO ARAL OBUREILS IC, BRIA 
& granitic magma より 供給 せら る ヽ ひる も 
の に し て , た で Ontario deposits の み は 
diabase sill に 件 へ り 。 然 れ ど も ゃ 之 を 仔細 
に 検討 すれ ば , Ontario 州 の Bruce Mine 


IPS Clk 7E fd WR AS diabase flow を 貫通 


L, BK ZATRIRICK Y CHM 5S, 
Sek Ontario 1c STK, その 
METI diabase magma k YVltBIA gr- 
anitic magma か ら 誘 氏 を も られ た る を も ゃ の 
t%o~ULt KS, (Econ, Geol. 54, Ee 
40.1939) Creep 

5855, Diaschistic dikes cHRED 
BatRISHET Spurr, J. E. 

4 OUTER ZK FR S-basic dike と の 
BA GRIC BEC Uk BR IK SRL BIT IK fig WHE LE 
り し が , BICKHALEO dike LOK 
の 問題 を 検討 し , acid dike, basic dike 及 
ore vein の 開 係 を 各地 の 例 を 引用 し , 特 
に gold-qnartz vein DIBA ICME & “CREME 
at Y ¢ (Econ, Geol-, 34, 41~48. 1939) 


| CBF 


5856, ae, Pr FE=—, BM. MOA 
ASHE RRO BASSAI ISS ~Gandin, 
A. M., Dicke, G. 

Wh, TrFe=—, BMELMoO 
% AWK TR YC BABE FIC 
PIES L, selective irtdescent filming の 方 
YEE LUA V . FWA Lc 3D 
の composition, solubility, formation te- 
mperature, melting point RUZ “APR 
DORADO RIK RC MKS BBD data 
が 得 ら れ た り (Econ. Geol., 34, 49~81, 
1939) CP BF 
5857, Sardinia B, Arbus 地方 の 鉛 
ERSADRPRO Wright, C. W. 

PP SIE SWE STH EAE © Fre ASE fig BC 
LY CHAY 5S s thai Lc, We RIK 
(Ete STRAKIL 27D ‘system OSES 
RMR AS VC, LIL OMATEMAL 片岩 の 


sulphosalt 
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BAM ICP L CHB PICS V, 他 の 1 
PILZ I AO AMI A BIS VCH 
Kft id a PIERS, WAAR 
FREE L, RRL HOARL Et UB. 
つえ その 上 部 は Cerrusite CHE CULE 
. ふ 。 HRA ~ 40,000 tifRoma ome H 
を 産出 せり 。(Econ' Geol., 34, 82~95, 
1939) Ch BF) 

5858, Lead Ores の 成因 に 就 て 
Graton, L. C; 

前 年 No. 6 icf#e-c Arthur Holmes が 
BRA HER OF ILO WG; & VAHL ER 
OC, MEARS BRU MATH id, 
ore lead & rock lead と の isotopic diff- 
erence か ら 見 て , (Eide BAER A 
岩 共 より 誘導 され た も ゃ の に 非 ず し て 更に 
PRE BUR EUR S LORY & OFFHE 
導 け り 。 本 結論 の 如く , 原子 量 の BR 
0.07 28 ore と magma 2 © REA BI 
EBET STO, 0.04 の 差異 より 花 議 
AAA t ER AAR BERD BY. 
FRA AIIC GIL S % Ot } Ham 'C HS 
せ ざ る さか ら ず 。 CEWRBY CHR 
Sd, ore と 火成岩 の 示す 階 件 開 係 , ペ 
FAA PLPMOMT BE tre 2 KAY 
BA AEBES @ Hh AEA RIS Pe LC Hol- 
mes OFSH( KGHO’DLB~Hir 
to WUHolmes の 度 が 合理 的 に 適用 さ 
れる な ら ば , 現代 の 火成岩 成因 論 の 節 念 
は 甚だ 巡 は し きゃ の と な ら ざ る さ べから 
3°, (Econ. Geol., 33, 251~286, 1938( 
CHR HE) 


Gh eK B 


5859, M#PFERBOHRRAH Bilibin, 
Vi 

地下 含 油 量 を 推 和 久 す る に 営 り 次 の 6 地 
BIC PIAS BEBE. HS CD 産油 
油田 , (2) ARBAB te S bMS a 
(3) FRU © 4G RAY © TELE LG & He 
(4) WA SASHLR L U AB ite S Mb, C5 
AEE, COC) 石油 の 存在 を せ ざ る 地域 
な り 。 以 上 の 6 地域 の 内 前 の 4 地域 に 競 
いて 含 油 量 が 推 儲 そら る 可 き も る の に し て 
ROS DIMI 5S 即ち (1) prepa- 
red reserves, (2) prospected reserves, (3) 
visible reserves, (4)probable reserves, (5) 
以上 の 5 つっ つの 内 
BS DistHhBoOREK LOCHEL, 後 
2 つっ は 容量 の 方 法 に つい て HSE LHS B 
の な り 。 HICK k SHEIKH BOW 
JEM (LHI の decline curve Ck VCH 
MBLEES SOV, 容量 の 方 法 は 
(saturation method) 次 の 式 に た よる 。 即ち 


“= Vdax >'=reserve in tons, V= volu-- 


possible reserves な り 。 


me of the bed which is saturated with oil, 
d= sp. gr. of oil, a= coeff. of porosity,. 
x=coefficiente of efficiency of the volume 
of pores. 以上 の 計算 の 肉 含 油 地 域 の 決定 
及び coefficient of efficiency OF His HA. 
難 な る も ゃ もの な り 。 (Abst, Interna, XVII 
Geol. Cong. 3~4, 1987) CAR) 
5860, JEAWe iH & OFA Goubkin, 
lL. M. 

等 者 は Caucasus 及び Crimea 地方 の 
泥 火 山 に 就き て 研究 せる 結果 た にょ れ ば ; 
その AAG HEE Caucasus 及び 


Crimea range の plunging zone に 存 


range 


抄 64050) a UR TR OS #§ 204 
500~550° 600° 700° 
年 し , Mt CM OVA diapir 型 | CoHo+n2 —-—>nCH3 -nCH2 —CnHe 


OATH CPHTREAT SLOTVS VE 
火山 より の 水 は 主 と Lt RIC Lc, 
R498 x zy Riporwwic N, COsKk 
Med, ML CR FY YAORUM SL ew 
て 少量 に し て , その 原因 は pe A is 2 
AY EV OMRMRSMEBEC しむ る 
LORY, MMA MIVA PE OVE 
PKCM RORALUABIZAT. 
LC HVE IC RATED NT FY VAY 
時 に 存在 し , 4 OPAFAL AKI BL 
せら る さる も の に 庁 様 な り 。(Abst: Interna, 
XVI. Geol. Cong, 4~5, 1937) (和信 木 〕 
5861, 石油 及び 瓦 匠 壇 蔵 量 計算 法 Kasy- 
guin, A, J. 

Volumetric method (saturation methed) 
VE ALPE aT SEI ARIK EAS DN 
方 法 な る る も , 上 比較 的 に 正確 に 測定 そら ち れ 
た る 種々 な る factors を 必要 と する る も の 
VY, AAKEORKBSLI( CAMEUT 
volumetric genetic method ##EZER YQ 
WUCL OPE LC Trask の 研究 せる 
Santa Fe Spring HH SERA VU, 即ち 
AHO La RICE AAS 3 AR 
量 に 或 る 開 係 を 有する も の な り 。o V=R 
る 構造 の 容積 , n = 堆積 居 ょ り 生 じ 得 る 
wit, d= 堆積 岩の上 比重 と すれ ば 油田 の 
埋蔵 量 WE te oCAbst. Interna, 
XVII, Geol. Cong, 7, 1937) CAA 
5862, HAS PIADSBie(t Berthelot, 
€; 

Rsv ROW Ah eS LIBRE 
RIC BME Lie 3 HEA ABM IC LO 
CRORM STE LE SRORVS 即ち 


n—6 72 Y o JR EMME Be U' J RAE) 2 SES 
CD BL & (LM HNIC SH & BC ES B 
DIE Vo MRF ROWE ISBT } 
KER OIE ROBES LA- 7% 
DUAL BEGET Lo ADK IK k SMA 
VL IF FEHR EASES % te B VC RR 
ORME USy ey, "トル エン を 得 可 
き 重 要 な る 方 法 な り 。 柄 し て 和 同 方 法 に よ 
り CART 3 LAMB RIN Oa 2 2 > 18 
(£ 92 t¢ V , CMoniteur pétrole roumain, 
39, 1317, 19388)7 AAS) 


SAAD 


5863, =##RHe LTORANRSOR 
eagPERT Koenig, C. J. 

TULDI eT S 3SHOBANRAR 
O Tal a IC HE A, HA, MgCO3,CaCOg, 
葉 帳 石 を 種々 の 割合 に 混 じ た る 12 fio 
試 対 に 就き , 1000°C に 38S HRAUGAR SE 
sk, 7 種 の 異 る Cones cB Lc 
WADRERDEV, COURM 2 OR 
BEE 6 BAN BS Bye Bubeee ih at 
LA * LED tA] BH Vg aC Jn Am, » 
Ceram, Sac., 22, 35~38, 1939) ( frpy) 
5864, 山形 産 ベ ント ナイ ト と その 成因 
(VID 内 田 宗 義 。 

ベン トチ テイト と 酸性 身 土 と は 極 妙 で 類 
LL, PREPS HAE BG ERLE IC YB CR 
化す 。 AIRE IC CEB MOU BHF 
KY CHMRONARUA AB REY 
REV, COMMRIK Kid, ベン トチ テイ 
b ROR AES AO Gy RIC 
LC, Rita BAIC IEF, Eve Vury4 
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een a ae ye ea oe を 
ED) & F SIMI BRST AM ERB OY 
RRC LC, 組成 一 定 せ ざる を AABL TS 
る , その 一 方 の 極限 に 於 て LAP — 
BT 0 (窯業 協 食 雑誌 47, 63~67, 1914) 
CK) 

5865, HR—BROSSRE 近藤 清治 , 帆 

内 俊 吉 , 大 木 通 廊 。 

」 ポル トラ ンド セメント の 組成 た 開 す る 

Hei OD BRC Riv (F,°3 CaO. SiO。 及び 
2CaO, SiO2 Beeb WM te SK PERT 
な り 。 筆者 等 は に の 3CaO. SiOg (alit) 
OMAK WT 3 Ripert LT, 2CaO. 
SiO, © SABRIC Boy BAIRIC Hu TC, 
HAT, X BREAD EOE KH YV 
て 研究 せり 。 と の 結果 は 次 の 如 し 。 BEM 
MRE 1500°C 以上 の 場合 は これ 以下 の 場 
BIL LEARY SRO LL, 焼成 温 度 ボ が 
Cav k VRB INT SICH yy 2CaO. 
SiOg Di ey¥EU, 1700°C KPRCHAL 
純粋 に 近 き « 2CaO. SiIOn を 生 ず 。 < 及 
び y 2CaO. SiO» の 混在 を そる 焼成 物 中 の 
@ 2CaO. SiO。 を 除き 純粋 な る y 2CaO. 
SiOg を 得る に は @) y 2CaO. SiO» は 
BAP Y TEE UGE te FS Foti DT 1c 
THB 2 2 & wD SBE, Cb) y 2CaO.SiO ぅ 
Bere HE GELS CRI LIN LC, th 
HEF S ALE y WICBMET oH, (CUB 
HEF SB <« 双 CaO. SiOg を 注水 た に て 深 出 す 
SMECKY CAN SSE LB MT IC 
tRALIE y 型 は 700°C Mipse c HC Bae 
DRREET, ZENS y— 78 BHM S 
4D tl Lh SK 47, 76~81, 
Mf 14) CR 


8 抄 65051) 
5866, 酸化 マダ ネジ シウム と 酸化 チタ ン と 
OBR E—-H) 田中 泰夫 。 

TBR FT RYYURL, BEF ZYLO 
Riz DIBSIED & D s HPA MAYA 
1400°C に 10 BERD RRS % OICRETHE 
重 測定 , HAA, X ROT RUE 
試験 を 行 ひ て 固体 反 應 に 依っ つて 生成 きれ 
る 化合 物 を 決定 する と SEK, 焼成 収縮 及 
URILEE 2 UWE LT, その BEEIRGB & 
明 に せり 。 ZIKCKVY CHVBKS Hs, 
A) その 際 生 成せ ちら る 化合 物 は 正 チ タ 
ン 酸 マグ ダグ ネ シ ウ ム <2MgO. TiO2), mis 
タン 酸 マ グ ネ シッ ウム (MgO. TiQ2), =F 
タン 酸 マ ダグ ダネ シウム (MgO, 2TiO2) の 
三 者 な り 。 (2) 2MgO. TiO. は 4N 3 
酸 に , MgO. TiOg は 12N Sepe ic ARS 
られ , MgO. 2TiO2 (NZI BIA EES 
S \Htr bo CG) MgO2TiIOg OHO 
性 質 に 就き て は WIKEESL)}OMIEE 
3.52 に し て 正方 品 系 に 属す と 考 へ られ, 
その 格子 常 敷 ど し て は 暫 《 a=4.944, 
c = 6.67 A FBLA SALT. (4) COR 
の 焼成 物 中 2MgO. TiO2 を 含む も の は 
良く BML, 叉 2 つの 化合 物 の 混合 物 に だ 
BLE Cis Moy Gla Bagi OB Eas SL Bat 
ざる に 反し MgO & 2MgO. TiOg 2x8 
FE ic iti AHR CB LEO 2MgO. TiO。 の 
FRB MgO OF ROT EARS 
hd LA~ DSHS. CHE, 60, 212~ 
218, 昭 142〔 待 場 〕 
5867, Illinois ji] Pennsylvania 
underclay OSAREHHS Grim, R. 
K., Allen, V. T. 

本 紙 は な Mlinois MICH 3 TiO F 
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部 に ある iio underclay の 詳細 な る 
岩石 移 的 研究 結果 を 示せ る も ゃ の な り 。 H 
づ day OBR LIEW, X PAY, th 
ABW RREIC (KU PET VY 9 HAHEI k 
Y FED I< 1 Be DEY CH IC HE? S Fe wD 
BAG RIL REV ICS SEE Vo 

clay より 粗 粒 な る も の は 岩石 題 微 鏡 に 
依り 見 分 けた り 。 base-exchange capacity 
value 及び 村 造 的 特性 を 示し て 論議 せり 。 
4~¢ calcareous な ら ざ る clay は 最も る 和 普 
Shi Aix No.2 OF KIC, MHZ A 
下 の も ゃ の は 主として kaolinite な り 。 叉 
illites 及び 右 英 の 多量 も 存在 せり 。 此 等 
underclay 中 に は 主として illite clay Hy 
群 よ りな る も ゃ の 履 々 あり 。 若き ARE 
に ある calcareous underclays 及び non- 
ょ り calcareous Cc #KI* B Hh 4 
の も の は illite を cay DPRK と 


Calcareous 


し て 含有 も を り 。 方 解 石 及び 石英 含量 っ | 


THRU HRD FRM D EPIC PABLO 
僅か の 富 化 の 外 は , underclays の bed 中 
に は Bi RAR ERD O BME oO 形 
Bir lo. DHPCRA 明か に BE cal- 
careous な ら ざ る underclays piCc#¥L & 
BELA eb te & EA VY underclays な 
る る も ゃ の は 現在 の soil UAL HME r 
る 作用 に 置か れ た る が 如く 《 見 ゆ 。 under- 
clay Oe, 成因 に 開 し 論議 + り 。Bull 

Geol. Soc. Am. 49, 1485~1514, 1938) 
河野 〕 


Ln 


石 IR 


5868, AO CME Sinkison, E. 
and Ganz, J. 


AID BFR PIC PS IT S ESAS KE D 
EWES) MEROMH SE RIC 
GE EIR O ARRE SSL, 鐵 - コ ン 
ARY RY RE & ABO ARBICHA し 
Leeds and Northrup Micromax  @)}4 ie 
AESRAEIC BERS U . GEE (LSE LIC HST 
{8 DIK (SEM: を 示 し , 550°C ¥ CHA 
加 す 。 湊 青 炭 は 室温 で は 示さ ず , 2-7 
え 化 すれ ば 現れ , Hy 10% の 炭素 が 遊離 
to MF opted % OFA BRE o fe FRE 
(EIR Lo RR Opes MARES | 時 間 に 
CUBED SEE SV RRO 
WIE HE EL VE LO Cind. Eng, Chem. 
30, 1419,1938) 〔 根 橋 〕 
BS 科 
5869, Falling Mountain に 於 ける 再 
冊 の 現 錠 Fenner, C. N. 

アラ スカ Katmai 地域 に 於 ける 1912 
OKA Hi, + OMFPRARE LC 
DONOR’ ISL KO Bas 
Ten Thousand Smokes DF 0_|- #5 1c RABE 
せり リ 。 1916 BRA 最初 に 掘ら れ た る 時 
HABE © BR PETE US HE SATLIB Bl © Dh & Te Le 
Yo 山上 の 岩石 は 酸性 安山岩 の 通常 の る 
Ot) LE OME O talus pile oO 
AERTS LRRILAMIK TL EHKS 
A LS AKIRBREe VU BC OMAK) 
Channels & #4 Hl) 22 Bi & A UIC ARE Vg 
tridymite 結 品 の 多量 と cristobalite 及び 
DBO DEAR Vo BIRO RA 
RELRATRY © HEL VEE IK ERT 
に 依る 如く 見 ゆ と 逃 べく たり 。 (Am. J. 
Sci., 35 A, 35~48, 1938) (河野 〕 
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